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副学長（男女共同参画担当） 

京都大学女性研究者支援センター長 

生命科学研究科教授 稲葉カヨ 

 

 

平成 18 年に設立された女性研究者支援センターでの活動も早 8 年となりました。この間、

事業開始から 3年間は科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成事業」で、その後 3年

間は「重点アクション･プラン」で、昨年度からは大学の基盤経費で当センターは運営されてお

ります。 

今年度は、実施する事業は発展させつつも、運営に携わる教員の負担を軽減するため、組織

の見直しを行いました。そこで、これまで 6つに分かれていたワーキング・グループを 4つに

再編し、広報・相談・社会連携事業、育児･介護支援事業、病児保育事業、就労支援事業としま

した。 

ニュースレターも本年度は 6回発行し、多くの方々に楽しみにしていただいている「連載：

研究者になる！」も 2月には 46 人目の教員に登場していただきました。教養教育では、ポケッ

トゼミ「ジェンダーと科学」や「性差を科学する I」「性差を科学する II」に加えて、「偏見･

差別･人権」でもジェンダーの視点においては本センターの運営に関与する教員が講義を担当し

ています。また、「女子高生･車座フォーラム 2013（第 8回）」は京都大学進学を目指す 99 名と

保護者 36名の参加を得て開催しました。驚くべきことに今年度は理系志望者が 6 割を越えまし

た。さらに、男女共同参画推進室との連携で新規にベビーシッター利用育児支援を開始し、多

くの方々に利用していただくことができるようになりました。 

センターにとって本年度の最大のできごとは、思修館の学寮建設予定地となったため、これ

までの建物を退去して「橘会館」に一時的に移転していることです。そのため、待機乳児保育

室の定員を減らさざるを得ず、利用者の皆様にはご迷惑をおかけいたしました。しかし、7 月

（予定）には、学寮の１階部分のスペースに戻ることになっております。さらに、来年度から

は女性研究者支援センターの事業を総務部の中の男女共同参画推進室のもとに置き、大学とし

て女性研究者のみならず広く教職員･学生の支援を行う予定です。これによって大学として一体

化された事業推進が可能になると思われます。 

運営費交付金の減額や組織改革推進など、大学運営の厳しさも増している状況の中にはあり

ますが、今後もなお一層のご理解、ご支援とご協力をお願い申し上げます。 
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 女性研究者支援センターは、京都大学の女性研究者が、研究・教育と生活を両立させるために、必要な支援を行うことを目的と

して、設立されました。本センターには女性研究者支援推進室をおき、そのもとに学内教員を委員とする 4 つのワーキンググルー

プを設置して、それぞれの事業を企画・運営しています。 

 

 

 

 

 

 

役職 氏名 

女性研究者支援センター長 稲葉 カヨ （生命科学研究科） 

女性研究者支援推進室長 伊藤 公雄 （文学研究科） 

広報・相談・社会連携事業ワーキンググループ主査 山末 英嗣 （エネルギー科学研究科） 

育児・介護支援事業ワーキンググループ主査 山肩 洋子 （情報学研究科） 

病児保育事業ワーキンググループ主査 足立 壯一 （医学研究科） 

就労支援事業ワーキンググループ主査 押川 文子 （地域研究統合情報センター） 

調査・研究担当教員 犬塚 典子 （女性研究者支援センター） 

 

  

運営体制 

男女共同参画
推進室

総 長

統括

運営委員会

広報・相談
・社会連携
事業ＷＧ

支 援 室

研 究 国 際 部 研 究 推 進 課

京都府、京都市、
関連ＮＰＯ

調査・研究
担当教員

病児保育
事業ＷＧ

京都大学女性研究者支援センター長

女性研究者支援推進室

連携 連携

就労支援
事業ＷＧ

育児・介護
支援事業ＷＧ
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活動内容 
 センターでは、女性研究者の研究継続を容易にするための研究・教育環境の整備と改善をめ

ざし、後継者の育成を育むための諸活動を 4 つの事業として展開しています。女性研究者だけ

でなく、教職員・学生をも対象として事業を運営しています。 

 

事業 �  容 �待��る�� 

�
�
��
�
��
�
�
� 

女性研究者の増加とキャリア促進のための支援 

 女性研究者と学部生・院生との交流会 

 高校生との交流会「車座フォーラム」実施 

 シンポジウムの開催 

 京都大学優秀女性研究者賞の授与 

女性研究者支援のための�発・広報活動 

 環境改善に資するための女性研究者・学生の動向調査 

 ニュースレターの発行 

 ホームページによる広報活動 

 男女共同参画のための意識改革を促す企画の実施 

 性差とジェンダーに関する全学共通科目とポケットゼミの提供 

 ジュニアキャンパスにゼミの提供 

女性研究者およ�関連する環境に対する相談窓口の運営 

 ストレスマネジメント講座の開講 

 メンター制度 

 育児・介護などに対する情報提供窓口 

 研究・教育環境改善 

 男女共同参画に向けた

意識改革 

 研究者を志望する女性

の増加 

 性差，ジェンダーに関

する理解の促進 

 ロールモデルの提示 

 キャリア促進 

 精神面のケア 

 ロールモデルの提示 

 情報の提供 

�
�
��
�
�
� 

育児�介護に関�る支援 

 保育園入園待機乳児室の運営 

 おむかえ保育の実施 

 介護講座の実施 

 保育のための施設の貸出 

 女性研究者の情報交換の場の提供・施設貸出 

�
�
�
� 

病児保育室の運営 

 医学部附属病院との連携による病児の病中・後保育施設、隔離室の運営

 病児保育相談窓口の運営 

 育児・介護における負

担軽減と研究の促進 

 情報交換の場の促進 

�
�
�
� 

育児・介護�で��な研究者のための支援 

 研究・実験補助者の雇用による研究支援 

 研究・教育環境の改善 

 研究活動持続性の保障
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広報・相談・社会連携事業ワーキンググループ活動報告 
 

 
広報事業ではシンポジウム「京都で研究する－外国人研究者が語る京都大学での経験－ : 

International Researchers Talk About Their Experiences At Kyoto University」を行った。今回で 7 回

目となるキャリアデザイン・シンポジウムであるが、初めて、英語を使用言語とした。出席者からの評価

は高く、外国人学生・教員から今後も英語によるシンポジウムの開催を期待されていることが分かった。 

社会連携事業としては、第 8 回女子中高生のための関西科学塾、ジュニアキャンパス２０１３、女子

高生・車座フォーラム２０１３を学内にて開催し、次世代育成のための活動を行なった。これからの社会

を担う若い女子学生に対し、研究職に興味を持たせるような機会を提供するとともに、更なる工夫、改

善の必要性を感じた。 

相談事業としては、3 月に東京大学医学系研究科島津明人准教授を招き、ストレスマネジメント講座「仕事に、学問に、恋をし

て（エンゲイジして）、あなたに、京都大学に、活力を！」を開催する。この講座を通し、学生や教職員に対してストレスとの上手な

付き合い方、健康を維持しパフォーマンスを上げるために有効な知識・技術の習得についての情報を提供していく。 

そして、センターの活動について、ホームページや全 6 号のニュースレターを通して、学内外に広報活動を行った。 

広報・相談・社会連携事業ＷＧ主査 山末英嗣 

 

�活動�� 

5 月 10 日（金） ニュースレター「たちばな」第 50 号発行 

6 月 9 日（日） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜A＞を共催 

6 月 12 日（水） ハラスメント窓口相談員のための研修を受講：犬塚典子 

7 月 19 日（金） シンポジウム（シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン第 7 回）－京都で研究する！～外国人研究者が語る

京都大学での経験～「International researchers talk about their experiences at Kyoto university」－ 

講師：Jane SINGER、Supawan JOONWICHIEN 

7 月 22 日（月） 第 30 回女性研究者支援センター運営委員会 

メンタルヘルス講習を受講 

8 月 1 日（木） ニュースレター「たちばな」第 51 号発行 

9 月 14 日（土） 

 

京都大学ジュニアキャンパスに、センターポケゼミ受講者による中学生向けゼミ「大学生と語るジェンダー

（「男らしさ」や「女らしさ」などの社会的性別）を提供 

9 月 20 日（金） ニュースレター「たちばな」第 52 号発行 

9 月 23 日（月・祝） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜B＞を共催 

10 月 20 日（日） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜C＞を共催 

11 月 9 日（土） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜D＞を共催 

11 月 15 日（金） ニュースレター「たちばな」第 53 号発行 

11 月 17 日（日） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜E＞を共催 

12 月 3 日(火) 人権に関する研修会「セクシュアルハラスメントの判例」に参加：犬塚典子 

12 月 10 日（火） 女性教員懇話会第 64 回研究会「大学改革期における女性支援の現状と今後を考える」に協力 

12 月 15 日（日） 女子高生・車座フォーラム 2013 

1 月 15 日（水） ニュースレター「たちばな」第 54 号発行 

2 月 25 日（火） ニュースレター「たちばな」第 55 発行 

3 月 7 日（金） ストレスマネジメント講座－ワーク・エンゲイジメントに注目した個人と組織の活性化－より健康でより高い

パフォーマンスに向けて 講師：島津明人 

3 月 15 日（土） 

～16 日（日） 

第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜F＞を共催 
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日時 2013 年 7 月 19 日（金） 16：00～18：00 

場所 芝蘭会館別館（国際交流会館）2 階研修室 

 

 第7回となるシンポジウム「シリーズ 私の仕事とキャリアデ

ザイン 京都で研究する！―外国人研究者が語る京都大

学での経験―：International Researchers Talk About Their 

Experiences at Kyoto University」を開催しました。大学内

外のグローバル化の動向を踏まえ、今回は英語で全プログ

ラムを進めました。講演者のスパワン・ジュンウィチャン

（Supawan JOONWICHIEN）氏は、タイ王国出身で、本学で

博士号を取得後、東北大学大学院金属材料研究所ポスド

ク研究員（NEDO プロジェクト）を経て、名古屋大学大学院

工学研究科マテリアル理工学専攻で産官学連携研究員を

されています。もう一人の講演者ジェーン・シンガー（Jane 

SINGER）先生は、記者、編集者を経て、京都府議会議員

であったパートナーと二人のお子さんを育てながら、研究

者へとキャリア形成し、2010 年より京都大学大学院地球環

境学堂コミュニティ開発論分野の准教授として勤務されて

います。今回のシンポジウムでは本学にゆかりのあるお二

人に、これまでのキャリア、研究、本学での経験などについ

てお話いただきました。 

 司会進行は、講演者のジュンウィチャン氏の院生時代の

指導者でもある山末英嗣・女性研究者支援センター広報

WG 主査が行いました。はじめに、稲葉カヨ・女性研究者支

援センター長より挨拶があり、センターの活動紹介と、お二

人の講演者のプロフィール紹介が行われました。そして、ジ

ュン ウ ィ チャン 氏よ り 、 留学 生の視 点か ら「 “ Studying 

Experience in Kyoto University: Challenges, Lessons, and 

Future Perspectives” 京大で学んだこと、そしてこれから」

の講演をいただきました。 

 ジュンウィチャン氏は、タイのブーラパー大学（Burapha 

University）において化学工学の分野で学士号を、カセート

サ ー ト 大 学 （ Kasetsart 

University ） で 修士号を

取得し、プロクター＆ギャ

ンブル社に勤務されまし

た。その後、研究を続け

たいと考え、日本の文部

科学省奨学金に応募し

て採択され、2008 年に本

学の博士課程に進学さ

れました。研究分野は、

「できるだけ少ない資源

でできるだけ豊かな暮らしを提供する為にはどうしたらよい

か」ということを研究しているエネルギー社会工学の石原慶

一教授の研究室に進みました。留学にあたって心配したこ

とは、大学で友人ができるか、3 年間という期限内に博士号

を取得できるか、研究だけの毎日に対するプレッシャー、日

本人とコミュニケーションできるか、といったことだったそうで、

この時のご自身の課題に答える形で講演されました。 

 まず、博士課程での生活は、学生の関心を尊重する石原

先生や山末先生の指導の下、コースワークが 2 割、自主的

な研究活動が 8 割というバランスでした。氏は、修士課程の

講義や興味のある科目を自主的に受講し、自分のペース

でオリジナルな研究テーマを見つけ、3 年間に国内外の 9

つの学会大会に参加し 4 本の論文を発表されました。振り

返ると、1 年目は、オリエンテーションと実験への着手、2 年

目はデータの収集と論文の発表、3 年目はそれらを総合し

た研究と学位論文の発表というステップだったそうです。 

 実験でネガティブな結果が出ることに不安を感じることも

ありましたが、科学的手法で行われたデータですから、それ

も研究の一部として論文の一つの章にまとめることでクリア

されました。Ph.D.取得をめざす学生はまず論文のことを考
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えて、勇気をもって研究室でコミュニケーションをとることが

重要です。その一方、Ph.D.取得は自分のより大きなキャリ

アの一部であることも忘れず、ゆとりをもった休日を過ごすこ

とも大切であると話されました。 

 当初の不安とは異なり、研究室ではたくさんの友人を得ら

れたそうです。また、研究室の他にも、本学の原子炉研究

所の臨界集合体実験装置でのフィールドスタディに参加し、

恵まれた環境で研究活動の幅を広げることができたと感じ

ておられます。そして、これから研究者の道を進む人へのア

ドバイスとして、基礎理論に関する講義力やスーパーバイ

ザーとしての能力なども身につける必要があるとお話されま

した。最後に、ネットで配信されている海外の大学のオンラ

イン教材なども利用してグローバルな動向をキャッチする一

方、留学してからは「郷に入っては郷に従え」という気持ち

で留学国の文化に染まってみることも大事であると強調され

ました。  

 次に、京都大学のシンガ

ー先生より、研究者の視点

か ら 「 ” Considering a 

Non-linear Approach to an 

Academic Life 研究者への

ノンリニア・アプローチ」の講

演をいただきました。シンガ

ー先生が、初めて日本にい

らしたのは 1976-77 年の大

学生の時で、京都でのホー

ムスティや日本語研修をし、

東京大学で学ばれました。その時印象的だったのは、高崎

山の猿のヒエラルキーについて観察したことで、日本社会

の男性の序列社会と似ていて興味深かったそうです。 

 大学卒業後は、サンフランシスコでベトナム難民の定住プ

ログラムの仕事をされました。アジアへの関心を深められた

先生は、仕事で得た貯金をもとに 9 ヶ月間、日本、タイ、マ

レーシア、シンガポール、インドネシアに行き、また難民キャ

ンプでのボランティア活動にも従事されました。そして、アメ

リカに帰国し、コロンビア大学国際公共政策大学院に入学、

ジャカルタの国連開発計画で4 ヶ月のインターンシップを行

い、国際関係学の修士号を取得されました。大学院終了後

には結婚をされ、東京で 12 年間、新聞記者、専門誌の編

集者として活躍する一方、二人のお子さんの子育てとの両

立に励まれました。この時は、両立支援のシステムがまだ整

備されていなかったため、とても苦労されたそうです。 

 京都に移られたのは、京都府出身のパートナーが府議会

議員に立候補されることがきっかけでした。家族で京都に

転居するため、シンガー先生は、東京での新聞記者や雑

誌編集者の仕事を中断されました。日本女性の労働市場

に占める年代別統計の M 字カーブを先生もご経験されたと

お話されました。 

 そして、1995～2007 年まで、先生は「議員の妻」という新し

いキャリアを辿られました。地域にとけ込み「後援会」事務所

や「婦人部」のマネジメントや広報活動を行い、大勢の人々

を前にして日本語でスピーチをする日々を送られました。

「ジャージ姿」で奔走される後援会イベントや選挙キャンペ

ーン、支援者の「仲人」をされているシンガー先生のお写真

のスライドが紹介され、会場に暖かい笑いが満ちました。 

 先生はお子さんが大きくなられた頃に、教育研究活動に

入られ、立命館大学、京都学園大学で教鞭をとられた後、

本学の教員として着任されました。現在、大学院地球環境

学堂で「環境倫理学」「環境教育学」「移住と退去」「アカデ

ミック・ライティング」などの講義を担当されています。研究

では、3 つの科学研究費プロジェクトに従事し、フィールド

研究を行い、二冊の本を執筆されています。また、「国際環

境マネジメントプログラム」の運営もされていて、オリエンテ

ーション、院生の論文指導、委員会業務、海外での学生募

集など多岐にわたるお仕事をこなされています。 

 先生が代表者を務められる科学研究費プロジェクト「民族

性に着目したダム開発による村落移転の影響とレジリエン

ス評価」では、村落移転がエスニック・マイノリティに与えるイ

ンパクトについて研究されています。ダム開発によって移住

をさせられる人々は世界で年間1 千万人いるとされますが、

センシティブな問題に様々な配慮をしながら、ベトナム中部

の 4 つの集落について村落移転の現状と集落の再興に関

するフィールド調査をされています。 

 そのような活動を行う研究者に必要とされる能力と技術に

は、インタビュー、分析と総合、執筆と編集、プレゼンテーシ

ョンなどがあり、教員に必要とされるものには、物事を明確

に説明し、次世代を理解する忍耐力などがあります。管理

者としては、組織やイベントの運営、コミュニケーション力な

どが必要です。シンガー先生は、大学教員として要求され
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るこれらの能力と技術を 15 の項目に分類し、ご自身は、こ

れらを「記者・編集者」、「政治家の妻」、「母親」という 3 つの

キャリアの中でそれぞれ形成されたと振り返られました。大

学院からすぐ大学教員へという直線コースではなく、さまざ

まな仕事と役割の中で、研究者に必要とされる能力・技術

を身につける「ノンリニア」なアプローチについて具体的に

説明いただき、研究者のキャリアパスの多様性について学

ぶ機会となりました。 

 お二人の講演に続いて、伊

藤公雄・女性研究者支援セン

ター推進室長の進行により、質

疑応答とディスカッションを行

いました。科学の分野でも、ノ

ンリニアなキャリア形成は可能

か、また、数年間、専門以外の

ことをして研究に戻ることは可

能かといった質問がありました。

ジュンウィチャン氏は、アカデミアのほうが研究の自由度が

高く自分の研究に集中することできる環境にあり、ご自身は

このまま大学で研究を続けたいと回答されました。 

 また、日本の大学で、「女性研究者であること」と「外国人

研究者であること」ではどちらが大変かという質問がありまし

た。シンガー先生は、別々に経験したことはなく、外国人研

究者の場合は日本語能力や滞在期間で異なり一般化はで

きないが、どちらかといえば外国研究者であることより、学内

に女性教員が少ない場合や、特に小さな子どもがいる場合

は女性研究者であることのほうがより困難ではないかと回答

されました。 

 女性教員であるシンガー先生を、学生はどのように捉えて

いると思われますか、という質問もありました。シンガー先生

は、フィールドトリップなど、女性教員が引率することで、特

に女子学生が安心して喜んで参加しているようだと回答さ

れました。フィールドトリップ先の環境は、時には女性には

厳しく、トイレのない村に滞在することもあるそうです。メンバ

ーに女性がいればお互いに助け合うことが出来ます。また

アカデミアで女性教員が研究し、さまざまな役割を果たして

いる姿を示すことが、女子学生へのロールモデルとして、エ

ンカレッジすることになるのではないかとお話されました。そ

の他にも、奨学金やポストの獲得の仕方など活発な意見交

換が行われ、盛会のうちに閉会しました。  
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2013 年 10 月 1 日「アジア太平洋における男女共同参画推

進官・リーダーセミナー」（国立女性教育会館）一行が、女性研

究者支援センターを視察されました。 

 国立女性教育会館は、開発途上国において男女共同参画

の政策策定・政策提言を行う立場にある女性行政・教育担当

者、NGO リーダーを対象に、女性の能力開発を目的として研

修を行っています。平成 25 年度は、カンボジア、モンゴル、フ

ィリピン、タイ、ベトナムから 9 名の女性リーダーが来日し、東

京・京都で研修を受けました。 

 午前の楽友会館でのセミナー「日本の若い世代にとっての

男女共同参画」（コーデイネーター：伊藤公雄 女性研究者支

援センター推進室長）に続き、センター施設の見学を行いまし

た。 

 そして、犬塚典子 女性研究者支援センター特定教授が、女

性研究者支援の取組みについて概要を説明しました。センタ

ーの待機乳児保育室や「グリーン・カーテン」の取組みなどに

ついて質問も飛び交い、女性の視点での育児支援、環境問

題への関心の高さがうかがえました。 
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2014 年 3 月発行の学士会『U7』誌上で実施された、七大学男女共同参画特集企画に協力しました。 
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１���・目的 

京都大学における若手の女性研究者の優れた研究成果を讃

えるため、平成 20 年度に「たちばな賞（京都大学優秀女性研

究者賞）」を創設しました。本制度は、人文・社会科学又は自

然科学の各分野において、優れた研究成果を挙げた若手の

女性研究者を顕彰することにより、当該若手女性研究者自身

及びこれに続く多くの若手女性研究者の励みとし、ステップア

ップに繋がるよう研究意欲を高め、もって本学、さらには我が

国の学術研究の将来を担う優れた女性研究者の育成等に資

することを目的としています。  

２�応募条件 

昭和 49 年 4 月 2 日以降生まれの本学に所属する女性の

大学院生及び女性研究者（研究を職務に含んでいる者。ポス

ドク及び日本学術振興会特別研究員を含む。）のうち、学術上

優れた研究成果を挙げたと認められる者で、以下の条件を満

たす者とします。ただし、出産又は子の養育及び介護のため

に、研究時間の確保が困難な時期があった場合は、年齢制限

を昭和 46 年 4 月 2 日以降生まれまで緩和することができるも

のとします。  

【学生部門】  

受賞年度の年度末時点において、大学院博士後期課程に在

学中であること（医学研究科医学専攻及び薬学研究科薬学専

攻にあっては博士課程、アジア・アフリカ地域研究研究科及び

総合生存学館の博士課程にあっては後期に相当する課程を

含む。休学中の者は除く。）  

 【研究者部門】  

博士の学位を取得（博士の学位を取得した者と同等以上の学

術研究能力を有する者を含む）していること。  

３�顕彰 

受賞者は、各部門 1 名ずつとし、表彰状と副賞(記念品及び賞

金 10 万円)を授与します。なお、該当者がある場合は、奨励

賞を授与することがあります。  

４�提出書類 

① 応募者リスト（様式１／Word）  

 ② 応募調書（様式２／PDF）  

 ③ これまでの研究の概要（様式３／PDF）  

 ④ 推薦状（様式４／PDF）  

 ⑤ 業績目録（Ａ４／形式自由／PDF）  

 ⑥ その他特記すべき事項（特許・書評・新聞記事などの参

考資料（形式自由）／PDF）  

⑦ 応募対象となった書籍、論文の別刷（主なもの５編以内／

PDF）  

上記①については、部局事務部にて作成してください。（複数

名の応募者がいる場合でも、順位付けは不要です。） また、

④の推薦状については、応募者の研究をよく理解している、

本学に所属する常勤の研究者が作成してください。 ①・④以

外の書類については、応募者本人が作成してください。  

５�提出�� 

(1)提出書類は、すべて、応募者の所属する部局の事務を通

じてメールに添付して提出してください。  

(2)提出書類②～⑦については、PDF にして提出してくださ

い。なお、⑦については、表紙、目次及び該当部分を抜

粋した PDF を提出してください。 PDF file が大容量に

なる場合には、大容量文書にて提出もしくは CD に焼く

か USB メモリーに入れて学内便にて提出することも可と

します。 

��応募受付期間  

平成 25 年 11 月 1 日（金）～平成 25 年 12 月 3 日（火）  

��選考及び選考結果の通知  

学内に設置された選考委員会において、書面審査による第一

次選考を行います。第一次選考通過者にはヒアリング審査に

よる第二次選考を行い、受賞者を決定します。受賞決定の通

知は、平成 26 年 2 月上旬頃に行い、学内外へ公表します。  

なお、ヒアリング審査は平成 26 年 1 月 31 日（金）に実施しま

すので、スケジュールの確保をお願いします。  

また、第一次選考通過者には、決定次第、第二次選考ヒアリン

グ審査用の資料の提出を依頼いたしますので、よろしくお願

いいたします。  

��表彰式  

平成 26 年 3 月 3 日（月）に行います。また、表彰式後に受賞

対象となった研究成果の発表をしていただきます。日程等詳

細については、別途、受賞者に通知します。  

��その他  

 (1) 選考結果に対する問い合わせには応じかねます。  

 (2) 受賞者の氏名、略歴及び受賞の対象となった研究業績

等は公表されます

ので、予めご承知

願います。  

 (3) 提出書類に含まれ

る個人情報は、厳

重に管理し、本表

彰の事業遂行の

ためのみに利用し

ます。  
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現  職：人間・環境学研究科 博士課程 3 年 

専門分野：無機材料化学 

研究テーマ：グリーンフォトニクスを実現する希土類イオン添加波長変換材料の設計と発光機構解明 

（略 歴） 

 2009 年 3 月 京都大学総合人間学部 卒業 

 2011 年 3 月 京都大学大学院人間・環境学研究科修士課程 修了 

 2014 年 3 月 京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程 修了見込み 

（受賞歴） 

 平成 22 年度 若手研究助成奨励賞（京都大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー） 

（研究概要） 

 環境に優しく、社会に持続性を与える光技術システム＝「グリーンフォトニクス」を実現する希土類イオ

ン添加波長変換材料を設計し、その発光機構解明を行った。結晶シリコン太陽電池の光電変換効率

を、光子数を増倍する量子切断現象によって高効率化する可能性のある希土類添加透明材料を設計

した。活性希土類イオン（2 種）を添加したガラスを作製し、ガラスにおいては世界で初めて量子切断現

象を実験的に証明した。さらに、ガラス中にナノスケールのフッ化物結晶を析出させることで、材料の透

明性を維持したまま波長変換効率を向上させることに成功した。また、太陽光の有効利用の方法とし

て、材料作製に太陽光を用い蓄光材料の光機能性の向上を試みた。フレネルレンズを用いて太陽光

を集光し 2000℃の高温を得る太陽炉を作製し、これを用いて、励起光遮断後も長時間光り続ける赤色

長残光蛍光体を作製し、その残光特性向上を実現した。 
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現  職：白眉センター（地域研究統合情報センター） 特定准教授 

専門分野：文化人類学・地域研究  

研究テーマ：アジアにおける中国系ディアスポラと多元的共生空間の生成 

（略 歴） 

 1994 年 3 月  神戸女学院大学文学部英文学科 卒業 

 1996 年 3 月  京都大学大学院人間・環境学研究科修士課程 修了 

 2003 年 11 月 京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程 退学 

 2003 年 12 月 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 助教 

 2009 年 4 月  日本学術振興会特別研究員 RPD 

 2013 年 4 月  現職 

（受賞歴） 

 第 1 回（2011 年度）地域研究コンソーシアム登竜賞 

（研究概要） 

国境とは不思議なものである。国家にとっては管理すべき場であり主権を維持し、主張する場であ

る。しかし民衆の目からみれば、国境地帯は、政府の管理が行き届かないその隙間を狙って、自らが

主体的な領域を形成することを可能にするフロンティアでもある。タイとミャンマーの国境線にすむ中国

生まれのムスリムは、国境のもつフロンティア的側面を自らの手で開拓してきた。度重なる国際情勢の

変化や戦乱の影響に主体的に応答し、文化や宗教を軸にしたソフトパワーを戦略的に使い分け、他者

と文化的、社会的な交渉を試み、イスラームと華人性を維持し、異境のなかにあっても自らの拠り所、文

化的宗教的に回帰できる空間を再デザインしてきた。フィールドワークによる越境研究の魅力は、複数

の民族が混住し、民族相互の葛藤やあらたな社会関係の創出過程、国家の枠組を組み替える「下から

の共生」の力学を現場から抽出できることにある。 
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現  職：文学研究科 博士課程 3 年 

専門分野：発達心理学 

研究テーマ：乳児期初期における社会的学習メカニズムの解明 

（略 歴） 

 2008 年 3 月 京都大学文学部 卒業 

 2011 年 3 月 京都大学大学院文学研究科修士課程 修了 

 2014 年 3 月 京都大学大学院文学研究科博士課程 研究指導認定見込み 

（受賞歴） 

 2011 年 11 月 関西心理学会第 123 回大会 研究奨励賞 

 2012 年 10 月 関西心理学会第 124 回大会 研究奨励賞 

（研究概要） 

乳児は情報に満ちあふれた環境の中から，驚くべき速さで，そして効率的に世界の仕組みを学習します。どのようにして，乳

児は複雑な世界から有益な情報を獲得していくのでしょうか。私たちの研究グループでは，乳児にヒトとヒト以外のエージェント

（ロボット）が視線を対象物に向ける映像刺激を見せ，それらに対する乳児の反応を分析することによって，乳児がどのような他

者によって与えられる情報に着目し，学習を行っているかの検証を進めてきました。その結果，乳児はヒトから特異的に学習す

ることがわかり，ヒトからの学習の効率性や有用性を明らかにしました。また，乳児はヒトの中においても，自身の養育環境の言語

（方言）を話す他者から選択的な情報獲得を行うという結果も得られています。このような乳児の学習方略が，社会的学習場面

において乳児が効果的に情報を獲得することを可能にし，文化的学習の基礎として働いているのかもしれません。 

 

 

現  職：生態学研究センター 准教授 

専門分野：生態学  

研究テーマ：植物の繁殖生態学 

（略 歴） 

 1994 年 3 月  京都大学理学部 卒業 

 1996 年 3 月  京都大学大学院理学研究科修士課程 修了 

 1999 年 3 月  京都大学大学院理学研究科博士課程 修了 

 1999 年 4 月  日本学術振興会海外特別研究員 

 2001 年 4 月  日本学術振興会特別研究員 PD 

 2003 年 1 月  筑波大学生物科学系 講師 

 2004 年 3 月  京都大学生態学研究センター 助教授 

 2007 年 4 月  京都大学生態学研究センター 准教授 

 2008 年 4 月  総合地球環境学研究所 准教授 

 2013 年 4 月  現職 

（受賞歴） 

 2001 年 第 5 回日本生態学会 宮地賞 

 2011 年 第 19 回松下幸之助 花の万博記念奨励賞 

（研究概要） 

（１）一斉開花：東南アジアのフタバガキ林では、一斉開花と呼ばれる数年周期の「季節」が知られています。数年に一度、さまざ

まな植物が次々と開花し、それ以外のときにはほとんど開花しないのです．この現象を調べるため，1992 年からボルネオ島のラ

ンビルで国際共同研究が行われてきました．これまで、一斉開花にはほとんどの植物が参加すること、乾燥が開花の引き金であ

ること、さまざまな動物が影響をうけることなどがわかってきました。 

（２）植物と送粉者の関係：動くことのできない植物は、繁殖相手との遺伝子交換を果たすため、蜜を分泌して送粉者と呼ばれる

昆虫を呼び、花粉を運んでもらいます。この取り引きは、いつもうまくいくとは限りません。植物が昆虫を騙したり、植物と送粉者

の間に菌が介在したり、といった熱帯林に特殊な関係を調べ、両者の関係の進化・維持に関わる要因を明らかにしてきました。 
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ジェンダーや性差についての学生の知識・理解を深めるために、自然科学と人文・社会科学の両面から講義を提供していま

す。ポケット・ゼミ「ジェンダーと科学」は、新入生のみを対象としオムニバス形式でゼミを行っています。 

 

回 月・日 講師 テーマ 

第 1 回 4 月 16 日 伊藤 公雄（文学研究科） ポケゼミの目的について、ジェンダー研究の歴史と意義

第 2 回 4 月 23 日 奥田 昇（生態学研究センター） 動物の性差と性淘汰 

第 3 回 4 月 30 日   〃 動物の子育てと雌雄の対立 

第 4 回 5 月 7 日 速水 洋子（東南アジア研究所） ジェンダーと文化人類学 

第 5 回 5 月 14 日 塩田 浩平（思修館） 性の決定メカニズムについて 

第 6 回 5 月 21 日 瀬木（西田）恵里（薬学研究科）   身体の性と脳の性（1） 

第 7 回 5 月 28 日   〃 身体の性と脳の性（2）―ディスカッション― 

第 8 回 6 月 4 日 粟屋 智就（医学部附属病院） 脳の発達と性差 

第 9 回 6 月 11 日 田中 雅一（人文科学研究所） セクシュアリティーと文化人類学 

第10回 6 月 25 日 犬塚 典子（女性研究者支援センター） ジェンダーと教育 

第11回 7 月 2 日 犬塚 典子（女性研究者支援センター） 科学政策における男女共同参画 

第12回 7 月 9 日 帯谷 知可（地域研究統合情報センター） 中央アジアの女性解放運動 

第13回 7 月 16 日 近藤 史（アジア・アフリカ地域研究研究科） アフリカ女性の生き方から学ぶ 

第14回 7 月 23 日 伊藤 公雄（文学研究科） 総合討論 

第15回 7 月 30 日   〃 まとめ 

火曜日 5 限（16 時 30 分～18 時） 
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性とジェンダーについての系統的な学習に主眼を置き、学部生を対象とする講

義を行っています。前期の「性差を科学する（Ⅰ）」は、伊藤公雄文学研究科教授

による、人文社会科学的な面からのジェンダーについての講義です。後期の「性

差を科学する（Ⅱ）」は、全学の先生の協力を得てオムニバス形式で、主に自然科

学の視点から医学的な面も含んだ性とジェンダーについての講義を提供していま

す。 

 
（１）「性差を科学する （I）」 

 

回（月・日） 講師 テーマ 

第１回（4 月 9 日）～第

15 回（7 月 23 日） 

伊藤 公雄（文学研究科） 現在、自然科学分野も含めてさまざまな学術分野で重要な概念と

して使用されつつあるジェンダーについて、人文社会科学の視点

から考察することを通して、ジェンダーに敏感な視点を養う。ヴィジ

ュアルイメージ教材を用い、文化、歴史、人権問題、労働、スポー

ツ、セクシュアリテイ、国際化とジェンダーについて学ぶ。 

火曜 4 限（14 時 45 分～16 時 15 分）、吉田南 4 号館 4 共 21 にて 

 

（２）「性差を科学する （II）」 

 

回 月・日 講師 テーマ 

第 1 回 10 月 1 日 伊藤 公雄（文学研究科） オリエンテーション 

第 2 回 10 月 8 日 森 哲（理学研究科） 動物の行動―性淘汰と性的二型 

第 3 回 10 月 22 日 疋田 努（理学研究科） 爬虫類の性と繁殖 

第 4 回 10 月 29 日 林 美里（霊長類研究所） 比較認知科学―チンパンジーとヒトと性差 

第 5 回 11 月 5 日 川北 篤（生態学研究センター） 植物における性の多様化と進化 

第 6 回 11 月 12 日 奥田 昇（生態学研究センター） 魚類の性転換 

第 7 回 11 月 19 日   〃 魚類における子育てと性役割  

第 8 回 11 月 26 日 粟屋 智就（医学部附属病院） 脳の発達と性差 

第 9 回 12 月 3 日 稲葉 カヨ（生命科学研究科） 免疫反応、免疫疾患から見た性差 

第10回 12 月 10 日 林 晶子（医・集学的がん診療

学・寄附講座） 

女性に多い摂食障害について医学的、医療人類学的視点から 

第11回 12 月 17 日 加藤 寿宏（医学研究科） 子どもの発達の性差について―自閉症スペクトラム児を通して考

える 

第12回 1 月 7 日 小西 郁生（医学研究科）  子宮頚癌からヒトの性の進化を探る 

第13回 1 月 14 日 菅沼 信彦（医学研究科） インターセックスの診断と治療―婦人科医の立場から 

第14回 1 月 21 日 富樫 かおり（医学研究科）  子宮をＭＲ画像でみる 

第15回 1 月 28 日 伊藤 公雄（文学研究科） まとめ―性差を科学する 

火曜日 4 限（14 時 45 分～16 時 15 分）、吉田南総合館（北棟）共北 25 にて 
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� �� �属 研究分野 会場 

1 伊藤 公雄 文学研究科 文化社会学、メデイア研究、ジェンダー論 別館２階 研修室１ 

2 犬塚 典子 女性研究者支援ｾﾝﾀｰ 教育行政学 女性研究者支援ｾﾝﾀｰ 

3 常見 俊直 理学研究科 素粒子物理学 別館２階 研修室２ 

4 粟屋 智就 医学部附属病院 小児神経学、発生生物学 本館２階 山内ホール 

5 矢野 育子 薬学研究科 医療薬学 別館地階 会議室 

6 山肩 洋子 情報学研究科 マルチメディア情報処理 別館１階 和室１ 

� 落合 久美子 農学研究科 植物栄養学、土壌学 Ｇ棟セミナー室１ 

� 工藤 春代 農学研究科 農業経済学 Ｇ棟セミナー室２ 

� 稲葉 カヨ 生命科学研究科 免疫学 Ｇ棟セミナー室３ 
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� �� �属 

1 下原 直緒 文学部 

澤崎 拓眞 文学部 

富野 瑞葉 法学部 

２ 改森 実奈 法学部 

及川 陽太 経済学部 

鈴木 慎介 文学部 

３ 半場 悠 理学部 

渡邊 達彦 理学部 

� 西尾 周朗 医学部 

野原 静華 医学部 

� 高見 理沙 薬学部 

土橋 泰成 法学部 

� 秋津 裕 エネルギー科学研究科

福冨 雄一 理学部 

井上 史嵐 経済学部 

� 香月 和敬 農学部 

磯田 珠奈子 理学部 

� 柘植 仁美 農学部 

中野 さゆり 医学部 

菊地 淳彦 経済学部 

� 向平 妃沙 医学部 

金岡 歩美 理学部 
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10：15-10：25 開会の挨拶（副学長 稲葉カヨ） 

10：25-10：45 京大生の学生生活（理事 赤松明彦） 

10：45-11：15 自分の未来をデザインする 

（教育学研究科教授 鈴木晶子） 

11：15-11：45 講師紹介、グループ討論用質問用紙記入 

11：45-13：00 昼休憩 

13：00-14：30 【高校生】グループ討論 

  【保護者】キャンパスツアー 

14：30-14：45 全体会会場へ移動、全体会用質問用紙記入

14：45-16：05 全体での話し合い 

16：05-16：30 アンケート記入・回収 
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 研究者や科学者の仕事を知ってもらおうと、12 月 15 日

（日）に、「女子高生・車座フォーラム 2013」を開催しました。

女性研究者支援センターで

は、このフォーラムを年 1 回

実施しており、今回で 8 回

目となりました。 

 犬塚 典子・女性研究者支

援センター特任教授による

司会進行のもと、はじめに、

稲葉 カヨ・副学長より、開会

の挨拶がありました。 

 稲葉先生よりは、女性研

究者支援センターが 2006

年に設立された経緯や、最

初は、小規模に実施してい

た車座フォーラムを、規模を

拡大して実施するようになっ

たことの説明などがありまし

た。 

 先生は、植物学を専攻し

たいと理学部に入学されましたが、大学院に進学されるとき

に、動物学教室に移られました。そして、現在のご研究分

野は免疫学です。このように、大学で学び、研究を進めて

いく中で、やりたいことが変わってくることもあると、ご自身の

研究を例に紹介されました。 

 そして、女子高生に向けて、“Girls, be ambitious!”「チャレ

ンジして失敗しても、それは経験である。成長こそが、あな

た方の目的である。」との言葉を贈られ、近い将来、このキ

ャンパスで会える日を楽しみにしていると、話されました。 

 次に、赤松 明彦・学生・図書

館担当理事・副学長より、「京

大生の学生生活」についての

講演がありました。 

 まず、京都大学の基本理念

について、大きく２点の説明が

ありました。 

 １つ目は、「対話を根幹とした

自学自習」です。自分の意見も言う。他人の意見も聞く。そ

して自ら学ぶという意味で、理事も好きな言葉だそうです。２

つ目は、「地球社会の調和ある共存に寄与する」です。地

球上には、人間だけでなく、多くの動植物が生きていること

を認識し、環境に配慮しながら、共存していくための学問を

追及する、という願いが込められています。 

 京都大学に入学した学生は、教養科目である全学共通

科目と専門科目である学部科目を履修します。 

 理事よりは、本学で特徴的な、「ポケット・ゼミ」と呼ばれる

少人数制のゼミの紹介がありました。さらに、「ジョン万プロ

グラム」など留学のためのシステムも用意して、海外の大学

と協力して、優れた教育を行っていることも紹介されました。 

 また、学問の面だけでなく、学生生活を支援するキャリア

サポートルーム、カウンセリングルーム、障害学生支援ルー

ムなどを設置していること、芸術鑑賞の機会を用意している

ことなどが話されました。 

 学生は、自主的に種々のクラブ活動やサークル活動を行

っていることにも触れ、「京都大学で充実した学生生活を送

られることを願っています。」と参加者にメッセージを贈られ

ました。 

 続いて、鈴木 晶子・教

育学研究科 教授より「自

分の未来をデザインする」

の講演がありました。 

 はじめに、鈴木先生より

参加者にいくつかの質問

が投げかけられました。

参加者の中には、文系・

理系の別だけでなく、入学を希望する学部が、明確に決ま

っている人もいれば、まだまだ迷っている人もありました。先

生からは、「大いに迷って下さい」とのお言葉がありました。

なぜならば、研究には、文系・理系の区別なく、多くの分野

の方々と関わることが必要だからです。どの学部に入るか、

文系・理系を選択するか、というのは、学問への入り口でし

かなく、凝り固まっては、ユニークな研究ができないからだ

そうです。 
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 先生は、高校生の時から、研究者志望だったそうです。人

の集中力が日によって違うことが不思議であったこと、「ひら

めき」が人に訪れる仕組みを考えたいと思ったとき、医学、

心理学、哲学など、どの学問で学ぶべきか迷ったそうです。

大学院生時代にドイツのケルン大学に留学し、学問を進め

る中で、「人の意識が、どのようにして、人を成長させるのか」

を教育哲学という視点から研究することに興味を持ったそう

です。 

 女性が研究職という専門職を続けるためには、結婚や出

産・育児、親の介護など、様々な事象に出合いますが、そこ

では、研究を続けていくための環境を整えるというマネジメ

ント能力も求められます。先生は、協力者を持つこともマネ

ジメント力の一つであると話され、自分の応援団を持つため

に、何が必要で、何をしなくてはならないか、考えてみましょ

うと話されました。 

 最後に、参加者に向けて、「自分たちには未来をデザイン

する力があると認識し、自分の心の中に流れている時間の

質を高めましょう。才能は愛でることで、伸ばすことができる

のだから、そのための意識を育てましょう。そして、皆さんと

このキャンパスで、様々な議論ができる日を心待ちにしてい

る」とのメッセージをいただきました。 

 講演後は、午後のグループ討論に向けて、講師とアシス

タントの学生の紹介を行いました。 

 昼休憩後、高校生は、グループ討論会場に移動し、9 グ

ループに分かれて、討論を行いました。グループ討論では、

講師から、研究と育児の両立のために、時間の使い方を工

夫する能力が増したという話や、研究を続けていて良かっ

たと感じたときの話を聞いたり、学生スタッフから、受験勉強

の方法や、受験学部の選択、講義の様子を聞いたりしまし

た。高校生がグループ討論に参加している間、保護者は、

学生ガイドの案内で、キャンパスツアーに参加し、京都大学

の施設や、博物館の見学をしました。 

 グループ討論の後には、もう一度全員が集まり、伊藤 公

雄・女性研究者支援センター

推進室長の司会で、全体会を

行いました。まず、アシスタント

の学生より各グループの討論

内容について発表を行い、講

師が高校生からの質問に答え

る形でまとめを行いました。 

 自分のやりたい学問は、どの

学部に行けば、できるのか知りたいということに対しては、方

法は複数あるので、学問を進めていく中で、研究の方向性

や、研究環境を選んでいけばよい、ということが確認されま

した。 

 女性研究者に向けて、なぜ研究者になったのか、女性で

あるがゆえに困ったことは何か、という質問もありました。研

究者を目指して学問を続けてきたというより、好きなこと、や

りたいことを「もうちょっと」と続けているうちに、今の状況に

なったという回答が多数でした。研究者カップルは別居婚

が多く、子どもがいると、パートナーや、親、周囲の協力が、

より必要になってきますが、価値観を共有できるパートナー

探しが、ポイントになるようです。親から「娘に養ってもらうつ

もりはない」と言われ、自由に研究を続けられたのは、女性

ゆえのメリットだったと思う、という意見もありました。 

 また、男性研究者に向けて、女性が育児や家事で研究を

中断しなくてはならない状況をどう思うか、女性研究者は、

男性からどう見えるか、という質問もありました。両立してい

る女性は、時間の使い方がうまく、協力者に恵まれ、環境を

整える力があるように思うとの回答がありました。やはり、お

互いのライフスタイルを理解し合えるパートナーを選ぶこと

が必要なようです。 

 最後に、京都大学では、まだまだ女性研究者が少ないの

ですが、もっと、女性が活躍できる場にして行きたいとの抱

負が述べられました。
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�参加者ア��ー��り 

 参加した高校生が「車座フォーラム」を知ったきっかけは、46％が「ポスター」、35％が「学校の先生」、11％が「保護者」と回答し

ています。また、参加の動機では、「研究者・専門職への興味」（67％）、「京大の空気を体験したい」（52％）、「大学教員と語り合

いたい」（40％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  グループ討論については、「先生・京大生・他の高

校生の話が聞けて良かった」（62％）という感想が最も

多く、続いて、「学部、進路選択の参考になった」

（16％）、「京大のことが良くわかった」（11％）となって

おり、「京大に入学したいと思った」（6％）という回答も

ありました。 

 研究職については、「魅力的だと思った」（30％）、

「やりがいがあると思った」（25％）という声が多く寄せ

られました。その他、「分野の枠を超えて研究すると知

った」（9％）、「就職事情の厳しさを知った」（4％）とい

う意見もありました。また、仕事と家庭の両立について

は、大変だと思ったという回答も、両立できると思った

という回答もありました。フォーラムを通して、現実社

会の中で、研究職を理解する視点を示すことができた

こと、高校生が仕事と家庭の両立について考える機

会を提供できたことが伺えます。 

 フォーラム全体に関する感想では、全体会の時間を

短くしてでも、グループ討論の時間を長くして欲しい、

午前中にも研究の話をして欲しいという意見もあり、研

究職について、もっと知りたいという要望があることが

わかりました。 

 また、京大までの移動時間が必要なことから、短時間の企画への変更要望や、翌日が高校休校となる日に開催して欲しいとい

う声もあがりました。 

 

62%
16%

11%

6%

2% 2% 1%

グループ討論について（自由記述を分類）

先生、京大生、他の高校生の話が

聞けて良かった。

学部、進路選択の参考になった。

京大のことが良くわかった。

京大に入学したいと思った。

討論会ではなく和やかで良かった。

討論会ではなく物足りない。

その他

30%

25%

21%

9%

8%
4%

3%

研究職について（自由記述を分類）

魅力的だと思った。

やりがいがあると思った。

両立は大変だと思った。

分野の枠を超えて研究すると

知った。

両立できると思った。

就職事情の厳しさを知った。

その他

46%

35%

11%

2%

1%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ポスター

学校の先生

保護者

友人

ホームページ

その他

車座フォーラムを知ったきっかけ（複数回答）

67%

52%

40%

12%

11%

9%

0% 20% 40% 60% 80%

研究者･専門職への興味

京大の空気を体験したい

大学教員と語り合いたい

専門職へのキャリア形成

女性研究者への支援体制

その他

参加の動機（複数回答）
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 保護者が「車座フォーラム」を知ったきっかけは、「高校から」（38％）、「オープンキャンパス」（22％）、「ホームページ」（16％）と

なっています。また、参加の動機では、「子どもの参加希望」（53％）、「子どもの進学希望」（53％）となっており、「遠方のため付

添い」（34％）という回答も多く寄せられました。京都大学の受験予定については、81％が「第一希望」、11％が「受験候補」と回

答していることと合わせ、高校生の意思を受けて、保護者が協力参加していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもが研究職を目指すことについては、「積極的に応援」（73％）、

「子どもにまかせる」（12％）、「他のキャリアを勧める」（15％）となって

おり、多くの保護者が研究職を目指す子どもを応援していることがわ

かります。 

 保護者向け企画のキャンパスツアーについては、「このままで良い」

（73％）、「改善を希望」（15％）との回答がありました。感想では、ガ

イド役の京大生に、受験勉強や大学生活のことを聞くことができたこ

とへの感謝の声が多く寄せられました。改善点としては、子どもが進

学を希望する学部のある場所を見学したい、ガイド学生に直接質問

したいという希望がありました。また、子どもにも、キャンパスツアー 

に参加させてあげたいという声もありました。 

 フォーラム全体に関する感想では、入試説明会では聞くことのできない、女性研究者の生の声を聞くことができて良かったとい

うことや、遠方からの参加であるため、終了時間を早めて欲しい、翌日が高校休校となる日に開催して欲しいという要望が寄せら

れました。 

 

 

積極的に応援

73%

子どもに

まかせる

12%

他のキャリアを

勧める
15%

子どもが研究職を目指すことについて

38%

22%

16%

9%

6%

6%

3%

0% 10% 20% 30% 40%

高校から

オープンキャンパス

ホームページ

友人・知人

入試説明会

関西科学塾

その他

車座フォーラムを知ったきっかけ（複数回答）

53%

53%

34%

31%

28%

22%

13%

9%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもの参加希望

子どもの進学希望

遠方のため付添い

研究環境を知る

情報収集

研究職に興味

次世代育成に興味

保護者の希望

その他

参加の動機（複数回答）
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日時  平成 25 年 9 月 14 日（土） 14：30～16：00 

場所  京都大学女性研究者支援センター 

参加者 京都市およびその近郊の中学生 

 

 今年度も、京都市教育委員会との共催で、「京都大学ジュニ

アキャンパス」が開催されました。本事業は、中学生の皆さん

に、学問の最先端を研究している現場に触れて、楽しさや面

白さを感じてもらい、自分の興味のあることを深め、将来学び

たいことを考えるきっかけを作ってもらうことをめざしています。

今年度のテーマは、「ひらけ！ 好奇心の玉手箱」です。法律、

言語、理学、工学、医学など様々な分野から、実験、工作、自

然観察といった体験型の授業や討論を通した授業などが行わ

れました。 

 女性研究者支援センターは、伊藤 公雄教授（文学研究科）

と、センターのポケット・ゼミ「ジェンダーと科学」の受講生 4 名

（文、法、経済、農学部生）が講師となり、ゼミ「大学生と語るジ

ェンダー（「男らしさ」「女らしさ」などの社会的性別）」を実施し

ました。ゼミには、女子 4 名、男子 4 名の中学生が参加しまし

た。名古屋市や倉敷市など近畿以外からの参加もありました。 

 はじめに、伊藤公雄先生から、女性研究者支援センターの

沿革や目的について説明がありました。そして、待機乳児保

育室を見学した後、一度外に出て、センターの外周をみんな

で散策しました。現在、女性研究者支援センターは、建替工

事のため、橘会館で活動しています。橘会館は、1911 年に竣

工された旧帝国大学総長官舎を改築した古い日本家屋風の

施設です。庭には聖護院の森のなごりで、建屋よりさらに古い

樹木が茂っています。今年度は、ワークショップも和室で行い、

中学生に、より京都らしい雰囲気を感じてもらうことが出来まし

た。 

 まず、緊張感をほぐすために、アイス・ブレイクを行いました。

身振り手振りだけで意思疎通を行い、1月1日から誕生日順に

並ぶアクティビティをしました。はじめて出会う中学生と大学生

ですが、あっという間に打ち解けて、すぐ並ぶことができまし

た。 

 自己紹介をして、なごやかな雰囲気になった後、「ジェンダ

ー」という言葉の意味について、大学生から簡単な講義をしま

した。そして、2 グループにわかれ、ワークショップ「メディアの

なかのジェンダー」を行いました。雑誌のなかの女性像／男性

像を切り抜き、模造紙に貼りつけ、完成した作品を壁に貼り、

男女の表現のされ方の違いについて観察・発見したことを記

録し、グループごとに討論しました。 

 次に、子供向けテレビ番組のキャラクターにみる男性・女性

キャラクターの登場回数や特徴などを分析し意見交換しました。

「アンパンマン」の大ファンで、各キャラクターに詳しい 2 人の

女子中学生が活発な進行係になり、楽しい話題提供のもと討

論が行われました。 

 最後は、2～3 人の小グループになって、受験や進路、キャ

ンパス・ライフなどについて中学生から質問を受けました。「特

に問題意識を感じていないので、ジェンダーを勉強する意味

がわからない」という質問には、農学部 2 回生が、「今、自分に

とっては問題がなくても、ジェンダーについての問題は世界の

あらゆる場面にあることなので、在学中に学んでおけば、将来

役立つのではないか」と回答しました。他にも「科学研究もした

いし、企業にも行きたいがどうしたらよいか」、「女子学生で一

人暮らしをしている人はいるのか」、「どうやったら勉強中の集

中力を高めることができるか」などさまざまな質問がありました。

大学生も過去の自分を振り返り、互いに有意義なワークショッ

プとなりました。 
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 女子中高生のための関西科学塾は、文部科学省関連の法

人、科学技術振興機構の「女子中高生の理系進路選択支援

事業」から助成を受けて行われる、科学実験教室や講演会を

主体としたイベントです。より多くの女子中高生が、理系の進

路に興味を持ち、将来理系の職業を選ぶことを目的に開催し

ています。毎年関西の大学が持ち回りで主管校になり行われ

ています。今年度は、京都大学を幹事校として、関西の大学

や研究機関等で開催しました。 

 2013 年 6 月 9 日（日）、京都大学にて、開会式が行われまし

た。参加者は、女性研究者の講演を聞き、京大生とともにグル

ープトークを行いました。  
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10:00 開会あいさつ  常見 俊直 実行委員長 

（京都大学理学部・理学研究科 社会交流室 講師） 

10:15- 講演 「卵から体ができあがるしくみ」 

 高橋 淑子 教授（京都大学理学部・理学研究科）  

11:15- 〈Ｃ〉日程実験テーマの班分けについてお知らせ 

11:25-  － お昼休み － 

12:30- 〈Ｃ〉日程実験テーマの班分け 

13:00- グループトーク  

“理系大学生と一緒に語り合おう” 

13:45- グループコミュニケーション 

” アイデアと力を出し合って競ってみよう” 

15:00- 全体会 

15:50- 閉会あいさつ・事務連絡 
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9 月 23 日（月・祝）には、JR 大阪駅近くのコングレコンベンションセンターにて、第 2 回のプログラムが開催され、関西科学塾 OB の

講演、ノーベル賞受賞者による講演と座談会が行われました。 
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10:30 開会あいさつ  常見 俊直 実行委員長 

    （京都大学理学部・理学研究科 社会交流室 講師） 

10:45- 講演 「物理りけじょの今とこれから。」 

     海岸 美華 さん（奈良女子大学理学部 4 回生）  

11:05- 質疑応答 

11:15- グループワーク”グループ対抗りけじょ王は誰だ？” 

12:00-  － お昼休み － 

14:00- 講演・対談 知と学びのサミット 

     ”個性が育むサイエンス－ノーベル賞受賞者が語る” 

     下村 脩 博士 

     「緑色蛍光たんぱく質の発見－決してあきらめない」 

     益川敏英 博士 

     「夢をつかむ『好奇心』に迫る」 

15:55- 閉会のことば 

16:00- 終了 

 

 

− 30 − − 31 −



 

 

− 32 − − 33 −



− 32 − − 33 −



− 34 − − 35 −



− 34 − − 35 −



− 36 − − 37 −



− 36 − − 37 −



− 38 − − 39 −



− 38 − − 39 −



− 40 − − 41 −



− 40 − − 41 −



− 42 − − 43 −



− 42 − − 43 −



− 44 − − 45 −



− 44 − − 45 −



− 46 − − 47 −



− 46 − − 47 −



− 48 − − 49 −



− 48 − − 49 −



− 50 − − 51 −



− 50 − − 51 −



− 52 − − 53 −



− 52 − − 53 −



− 54 − − 55 −



− 54 − − 55 −



− 56 − − 57 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



育児・介護支援事業ワーキンググループ活動報告 
 
 

当ワーキンググループは、京都大学の女性研究者および女子学生の育児と介護に関する支援活動を

行っている。今年度はまず 2013 年 7 月 21 日に、「介護のつどい」を行った。参加者は実際に介護に携わ

っている方が過半数で、介護に関する悩みを打ち明け、互いに共感しあうことで心が軽くなったという声

が寄せられた。 

次に 2013 年 9 月 1 日から、待機乳児保育室を開室した。今年度は仮住まいである橘会館での開室で

あるため、昨年度 12 名であった定員が 9 名へと削減されている。利用希望者数は一昨年ごろから、定員

12 名をかろうじて超えない程度で推移していたため、定員が 3 名減った今年度は、希望者が定員を超えることが懸念されたが、

2 月 4 日現在までに事前登録されたもので考慮すれば、定員以内に収まる予定である。来年度以降は、保育室として設計され

た新しい施設で開室を予定しており、より充実した内容で保育が可能であると期待している。 

また、2014 年 3 月 1 日に、「介護の集い」を予定している。招待講演者として、ALS に罹患した実母の介護に 13 年間携わり、

著書が第 41 回大宅壮一ノンフィクション賞を受賞された川口有美子氏をお呼びする。これまで当 WG が行ってきた介護のイベ

ントは、参加者を京大関係者とその家族に限定してきたが、今回初めて定員を設けて一般の参加者を受け入れることにより、社

会貢献の役割も果たしたいと考えている。 

最後に、本ＷＧ事業については、推進員の多大な協力により実施できたことを報告するとともに、この場を借りて、御礼を申し

上げたい。 

育児･介護支援事業ＷＧ主査 山肩洋子 

 

 

�活動�� 

9 月 2 日（月） 平成 25 年度保育園入園待機乳児保育室を開室 

9 月 9 日（月） 男女共同参画推進室にてベビーシッター利用育児支援事業を開始し、その広報を行った 

10 月 29 日（火） 待機乳児保育室利用者懇談会 
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 京都大学女性研究者支援センターでは、女子学生、女性

研究者の研究と育児の両立を支援することを目的とし、女

性研究者支援センター内に、「平成 25 年度保育園入園待

機乳児のための保育施設」を設けます。この保育施設は、

自治体に保育園入園申請をおこなったが、入園待ちを余

儀なくされている女性研究者等を対象とします。運営は、民

間企業に委託し、大学が一部費用を負担して実施します。 
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施設の名称：京都大学女性研究者支援センター保育園入

園待機乳児保育室 

施設の所在地：京都市左京区吉田橘町 京都大学女性研

究者支援センター内 

受入定員：9 名まで 
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開室期間：平成 25 年 9 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日 

開室日：月曜日～金曜日（国民の祝日に関する法律に定

める休日、12 月 29 日～翌年 1 月 3 日、及びその他の事情

により京都大学女性研究者支援センター長が開室しないと

判断した日を除く。） 

開室時間：9 時～18 時 

時間外保育は、8 時～9 時及び 18 時～20 時までとし、別途

利用料が必要です。 

対象乳児：原則として入室時生後 9 週目～平成 21 年 3 月

末時点で 15 ヶ月未満の健康な乳児（15 カ月になる月の前

月まで利用できます。） 

運営体制：運営を保育業者に委託します。 

※保育時に必要なもの等についての詳細は、別紙４「平成

25 年度京都大学の女性研究者等を対象とした保育園入園

待機乳児保育室利用の手引き」（以下「保育室利用の手引

き」という。）をご覧ください。 
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利用資格：原則として京都大学に所属する女子学生・女性

研究者 

利用料金（税込、乳児 1 人あたり）： 

週５日利用：50,000 円/月、学生 40,000 円/月 

週３日利用：35,000 円/月、学生 28,000 円/月 

週２日利用：25,000 円/月、学生 20,000 円/月 

※1）週３日、週２日の利用は、あらかじめ曜日を指定して、

利用するものとします。 

※2）月の途中の入・退室は日割り（1 日 2,500 円/学生

2,000 円（税込））計算も可能です。 

※3）時間外保育料金は、30 分 1,000 円/学生 800 円（税込、

乳児 1 人あたり）です。 

※4）紙おむつ、ミルク、おやつ、食事等は利用料金に含ま

れませんので保護者が持参してください。 

※5)双子等の複数の乳児が利用する場合の利用料金は、

乳児１人当たりについて、所定の利用料金に 80／100 を乗

じた額とします。 

入室申込：1 ヶ月単位での申込みとします。但し、入・退室

の月はこの限りではありません。 
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1．事前登録 

利用希望の方は、別紙 1「事前登録票」に必要事項を記入

のうえ、事前登録を行ってください。事前登録票は、ホーム

ページ（http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp）からダウンロードし、

メールで送付することもできます。 

送付先：京都市左京区吉田橘町  

京都大学女性研究者支援センター保育室利用係 

メールアドレス：w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

 

2．保育室利用申請書提出 

原則として、入室希望日の 1 ヶ月前までに、別紙 2「利用申

請書」を提出してください。送付先・方法は事前登録と同様

です。ただし、特別な事由のある場合は、事前登録票と合

わせて、入室希望日の 1 ヶ月以内の提出も受け付けます。

なお、申請事項に変更が生じた場合は、別紙 3「利用変更

申請書」に変更内容を記載し提出してください。 

なお、保育室入室までに自治体が発行する利用不可通知

の控えを提出する必要があります。 

 

3．申請結果通知書の交付 

受入の可否については書類審査を行って決定し、女性研

究者支援センターから申請者に「申請結果通知書」により

お知らせします。 

 

4．保育室の利用 

保育室の利用については、別紙 4「保育室利用の手引き」

及び「京都大学女性研究者支援センター保育園入園待機

乳児保育室利用規程」を遵守し、利用してください。 

 

5．料金の支払い 

利用者は、所定の方法で定められた期日までに、本学が発

行する請求書によりお支払いください。 

＊利用登録・申請において得た個人に関わる各種情報は、

保育室の各業務及びそれらの業務に関する連絡・問い合

わせのために利用します。 

 

別紙一覧（省略） 

別紙 1：「保育園入園待機乳児保育室」利用の事前登録票 

別紙 2：「保育園入園待機乳児保育室」利用申請書 

別紙 3：「保育園入園待機乳児保育室」利用変更申請書 

別紙 4：「保育園入園待機乳児保育室」利用の手引き 
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1．事前登録 

利用希望の方は、別紙 1「事前登録票」に必要事項を記入

のうえ、事前登録を行ってください。事前登録票は、ホーム

ページ（http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp）からダウンロードし、

メールで送付することもできます。 

送付先：京都市左京区吉田橘町  

京都大学女性研究者支援センター保育室利用係 

メールアドレス：w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

 

2．保育室利用申請書提出 

原則として、入室希望日の 1 ヶ月前までに、別紙 2「利用申

請書」を提出してください。送付先・方法は事前登録と同様

です。ただし、特別な事由のある場合は、事前登録票と合

わせて、入室希望日の 1 ヶ月以内の提出も受け付けます。

なお、申請事項に変更が生じた場合は、別紙 3「利用変更

申請書」に変更内容を記載し提出してください。 

なお、保育室入室までに自治体が発行する利用不可通知

の控えを提出する必要があります。 

 

3．申請結果通知書の交付 

受入の可否については書類審査を行って決定し、女性研

究者支援センターから申請者に「申請結果通知書」により

お知らせします。 

 

4．保育室の利用 

保育室の利用については、別紙 4「保育室利用の手引き」

及び「京都大学女性研究者支援センター保育園入園待機

乳児保育室利用規程」を遵守し、利用してください。 

 

5．料金の支払い 

利用者は、所定の方法で定められた期日までに、本学が発

行する請求書によりお支払いください。 

＊利用登録・申請において得た個人に関わる各種情報は、

保育室の各業務及びそれらの業務に関する連絡・問い合

わせのために利用します。 

 

別紙一覧（省略） 

別紙 1：「保育園入園待機乳児保育室」利用の事前登録票 

別紙 2：「保育園入園待機乳児保育室」利用申請書 

別紙 3：「保育園入園待機乳児保育室」利用変更申請書 

別紙 4：「保育園入園待機乳児保育室」利用の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•利用するために
は事前に登録が
必要です。

事前登録

•入室希望日まで
に申請書を提出
してください。

申請書提出
•審査を行い、申
請の可否及び許
可内容を通知し
ます。

可否連絡

•利用決定日にお
子様をお預けく
ださい。

保育室利用
•本学の発行する
請求書に従い、
利用料金をお支
払いください。

料金支払
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◇第１回◇ 

日時：2013 年 10 月 29 日 12：00～13：00 

場所：女性研究者支援センター会議室 

参加者：保護者 6 名、保育士（小林先生、福田先生）、 

育児・介護ＷＧ主査（山肩洋子先生） 

 

 

 

 

 

 

約 2 年前に第 1 子も利用させていただき、今回は 2

回目の利用となりました。産後 3 ヶ月を過ぎると精

神的に少し余裕が出てくるとともに、今後のこと、特に出産

前に行った実験データを早く形にしたいという一種の焦燥

感が少しずつ出てきました。上の子のときと違い、研究デー

タもそれなりに積み上げてきていた状況でしたので、その焦

燥感は前よりも少し強かったように思います。上の子のとき

と同様に生後半年をめどに復帰したいと考えましたが、上

の子を預けている保育所では 0 歳児は入所できず、、、再

度この待機乳児保育室に利用申請、無事入室することがで

きました。おかげで実験結果の解析や今後の方針など上司

としっかり discussion することができほっとしています。上の

子のときにも感じておりましたが、こちらの保育室では非常

にアットホームな雰囲気で、いつ行っても子供はニコニコし

ています。これはきっと保育士さんが子供と丁寧に関わって

くれているからだと思います。前回同様、子供と私をこれ以

上望みようがないという理想的な環境に置いていただけて、

私は安心して研究に集中することができ、とても感謝してい

ます。（医学研究科 学生） 
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産後休暇の取得後、母に週 3 回ほど手伝いに来て

もらったり、家族で休みを交代で取ったりしながら、

なんとか職場復帰を果たしました。しかし、高齢で遠方に住

む母の体力を考えると、そんな生活も 3 カ月が限界で育児

休暇を取得しなければいけないのかなと思い悩んでいたこ

ろ、待機乳児保育室に入室することができました。認可保

育所への年度途中からの入所が本当に難しい昨今、年度

途中から職場復帰ができたのは、職場にこのような保育室

があった御蔭です。 待機乳児保育室では、保育士さんた

ちから育児のアドバイスがもらえ、多様な視点から子供の成

長を見守って頂けたので、不慣れな初めての育児を１人で

こなすより、私にとっては良かったのではないかと思ってい

ます。加えて、子供も毎日散歩に連れて行ってもらえたり、

お友達との関わりが持てたりと刺激的で楽しい毎日を送っ

たのではないかと思います。 年度途中から利用できたこと、

そして職場の中にある保育室なので安心して子供を預けら

れた御蔭で順調に研究に精進できたことに、とても感謝して

おります。ありがとうございました。（理学研究科 教員） 

 

私には現在、6 歳の長女、3 歳の長男、2 歳の次女、

そして現在待機乳児保育室でお世話になっており

ます 5 ヶ月の次男の 4 人の子供がおります。大学院博士課

程在学中に長男と次女の出産を経験いたしました。長男は

幸いすぐに長女の通う保育園に入れていただくことができ

たのですが、次女は同じようには行かず、3 ヶ月ほど待機乳

児保育室にお世話になりました。そして現在次男が生後 2

ヶ月の頃よりお世話になっております。2 年前と現在とで、

保育場所（女性研究者支援センターの建て替えのため）や

保育士の方々も異なりますが、どちらも大変きめ細やかに

保育をしていただき、感謝しております。授乳のタイミングな

どについても、保育士さんと連絡を取りながら調整させてい

ただけたのでとても助かりました。年々保育園への入所が

厳しくなる中、余儀なく待機乳児となった場合に待機乳児

保育室の存在は大変ありがたいものです。私も待機乳児保

育室がなければ、予定通り復帰することもままならなかった

と思います。制度として、まだ改善すべき点があるとは思い

ますが、是非とも続けていっていただきたい女性研究者支

援であると思っております。（医学研究科 研究員） 

 

京都市の認可保育所は年度半ばには入る余地が

なく、また、無認可の保育所は場所・保育料などの

問題から通わせるのが難しく困っていました。指導教官から

知らせて頂き、この保育室に申請しました。保育室がなけれ

ば、研究の再開は難しかったと思います。大学に近く安心

でしたし、授乳室も準備されていて助かりました。ある程度

研究のリズムを考慮して頂けたことや、女性研究者支援セ

ンターの雰囲気も含めて、心強く感じました。少人数でのん

びり過ごせたことも、子どもには良かったと思います。制度

上難しいかもしれませんが、離乳食の対応や、月齢制限を

緩やかにして頂けたら、より利用しやすくなるのではと思い

ます。乳児がいると色々と制限もありますが、このような制度

がより一層充実し、子育てをしながら研究を続けることが当

たり前になればと願っています。どうもありがとうございまし

た。（文学研究科 研究員） 

 

今回、待機乳児保育室を利用させていただき、研

究への復帰が早くでき、大変助かりました。ブラン

クの期間が長くなってしまうと、復帰へのハードルが高くなっ

てしまいますが、早期に復帰できたことで、業務に参加する

こともできました。大学から近く、急な発熱の時もすぐに行け、

その日の出来事もしっかり記載していただいているので、今

日あったことがわかり、不安なことがあっても、保育士と色々

相談できる点でも安心でした。認可の保育所に入った時の

事を考え、家庭と保育室でトータルして子どもの生活リズム

を整えていこうとしてくださる点もよかったです。避難訓練も

定期的に行い、危機管理もしっかりされているのも安心でし

た。保育時間は長い方だと思いますが、8 時から勤務の場

合があり、7 時半から保育していただけると、もっとよかった

です。最後になりましたが、運営してくださった女性研究者

支援センターの皆様、保育士の皆様に深謝いたします。

（医学研究科 学生） 
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 決まった曜日だけ子どもを保育園に迎えに行けない。急遽夕方に打合せが入り、保育園のお迎えに間に合わない…などで、困

っていませんか。そんな女性研究者・女子学生のために、女性研究者支援センターでは「おむかえ保育」を開設します。この保育

は、研究等仕事の都合で子どもを保育機関に迎えに行けない保護者に代わり、保育者が子どもを迎えに行き、女性研究者支援セ

ンターで一時保育を行うものです。運営については、保育業者に委託して実施します。ご利用を希望される方は、下記の内容を熟

読のうえ、お申し込みください。 

 

����� 

利用資格： 

原則として京都大学に所属する女子学生・女性研究者 

保育対象： 

生後 2 カ月から小学 3 年生までの利用資格者の子ども 

利用定員： 

子ども 5 人程度（兄弟、年齢構成により異なる場合があ

る） 

利用料金： 

①保育料金 920 円（税込）/30 分～1,360 円（税込）/30

分（時間帯により異なる） 

* 子ども 1 人についての料金です。 

* 利用は 2 時間以上、30 分単位で受け付けます。 

* 学生は保育料金のみ、大学が半額を負担します。 

②その他利用手数料（状況により異なる） 

※交通費・夕食等は別途実費が必要です。 

※詳細については別紙３「おむかえ保育利用料金表」を

ご覧ください。

 

１．事前登録（無料） 

別紙１「おむかえ保育事前登録票」に必要事項を記入の

うえ、利用希望日の 2 日前の 15 時までに事前登録を行

ってください。登録事項に変更が生じた場合は、再提出

してください。 

 

２．利用方法 

（１）利用申込（FAX） 

利用希望日の 2 日前の 15 時までに、別紙２「おむかえ保育申

込票」を、センターに FAX（075-753-2436）にて申込みをしてく

ださい。 

事前登録票を 2 日前までに提出済みで、特別な事由のある場

合は、利用希望当日の 15 時まで申込を受付けます。ただし、

利用希望当日の申込みの場合は、保育者手配の都合により

ご希望に添えない場合がありますのであらかじめご了承くださ

い。 

（２）利用申込受付連絡 

別紙２の申込票の受信を確認後、センターから、指定された連

絡先に受付確認の連絡をします。 

（３）利用可否連絡 

申込日の翌開室日に、センターから利用の可否を電話連絡し

ます。当日申込の場合は、16：30 までに利用の可否を電話連

絡します。 

（４）保育者との打合せ 

保育者手配が可能な場合、利用前日（当日申込の場合は当

日）に保育者から保護者に電話がありますので、迎えに行く保

育機関の場所、方法、夕食の有無、実費支払いの金額等に

ついて、トラブルにならないよう詳細に打ち合わせを行ってく

ださい。 

子どもの夕食は、保護者が用意するか、保育者に購入を希望
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する場合は、コンビニエンスストア等で購入できるもの（おにぎ

り、パン等簡易なものに限る）を指定してください。 

乳児のミルク、離乳食（レトルト食品など）、哺乳瓶、おむつ、

着替え等は保護者が用意してください。 

（５）利用 

利用にあたっては、「京都大学女性研究者支援センターおむ

かえ保育利用規程」を遵守してください。 

お子様が当日熱のある場合や、伝染病疾病の疑いのある場

合は利用できません。この場合、キャンセル料が発生しますの

で、あらかじめご了承ください。 

 

３．料金の支払い 

保護者は、所定の方法で定められた期日までに、本学が発行

する請求書によりお支払いください。振込手数料は、保護者

負担となります。 

利用料金①、②に掲げる以外の料金（交通費、夕食費等）に

ついては、子どもをセンターに迎えに行った際、実費額を保育

者へお支払いください。 

������� 

保育場所 ： 京都市左京区吉田橘町 京都大学女性研究者

支援センター保育室 

 

��������� 

万一の事故の場合には、施設に起因する損害は国立大学法

人総合損害保険、業務に起因する損害は保育委託業者の賠

償責任保険が適用されます。 

○事前登録票、申込票は、ホームページ

（http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp）からダウンロードできます。 

○事前登録及び利用申込において得た個人に関わる各種情

報は、おむかえ保育の各業務及びそれらの業務に関する連

絡・問い合わせのために利用します。 

 

別紙一覧（省略） 

別紙１：「おむかえ保育事前登録票」 

別紙２：「おむかえ保育申込票」 

別紙３：「おむかえ保育利用料金表」 
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京都大学男女共同参画推進室が実施する「ベビーシッター利用育児支援」の情報をセンターHP に掲載し、協力を行いました。  

 

京都大学の教職員の仕事と子育ての両立を支援するため、

「ベビーシッター育児支援割引券」を発行して、ベビーシッタ

ーによる在宅保育サービス事業を行う者（以下「ベビーシッタ

ー事業者」という。）が提供するサービスを利用した場合に、そ

の利用料金の一部を助成しています。 

 

�ベビーシッター利用育児支援の�要 

利用対象者 原則として、配偶者も就労している本学教職

員（本学で社会保険に加入している非常勤

教職員を含む） 

対象児年齢 ０歳～小学校３年生、その他健全育成上の

世話を必要とする小学校６年生までの児童 

割引金額 １日につき１家庭 １，７００円 

利用時の注

意事項 

1. 就労のためにベビーシッターサービス

を利用する場合に限ります。  

2. 利用者の家庭内での保育あるいは保

育所等への送迎を依頼する場合に限り

ます。（ベビーシッター宅等利用者の家

庭以外での保育には使用できませ

ん。）  

3. 割引券の利用可能枚数は１日１枚、１ヶ

月２４枚、１年間２８０枚まで  

＊詳細 こども未来財団（Web サイト） 

 

�最初の利用方法 

1. ベビーシッター事業者（Web サイト）から選んだベビーシッ

ター事業者と事前に利用契約・利用申込みをしてくださ

い。  

2. 下記の必要書類を男女共同参画推進室まで直接お持ち

いただくか、学内便等でお送りください。 

1） ベビーシッター利用育児支援事業初回利用申込書  

2） ベビーシッター事業者との利用契約書（利用申込書） 

の写し 

※以下のことが明記されているかご確認ください。 

・ベビーシッター事業者の住所・名称・代表者氏名 

・利用者の住所・氏名 

・サービス内容・料金 

・その他必要な事項 

3） 配偶者の在職証明書等  

3. 学内便等で割引券が届きましたら、利用者記入欄に記入

の上、利用時にベビーシッターに割引券を渡してください。

ベビーシッターが「報告用半券」を返却しますので、必ず

受け取ってください。（利用料金から、１，７００円が差し引

かれます。）  

4. 割引券利用後の「報告用半券」及び未使用の割引券は、

翌月５日までに男女共同参画推進室へ学内便等で提出し

てください。 

  

�2 回目以降の利用方法 

1. 割引券の発行依頼を E メールにて、男女共同参画推進室

までお送りください。 

ベビーシッター育児支援割引券発行依頼（２回目以降） 

    所属・職名                         

    氏   名                           

    利 用 月     平成   年   月   

    希 望 枚 数        枚  

 

2. 割引券が届いた以降は、最初の利用方法３、４と同じで

す。  

 

�利用するベビーシッター事業者を変更した場合 

ベビーシッター事業者変更届を、E メールに添付して、男女共

同参画推進室までお送りください。なお、変更届の提出と割引

券の発行依頼を同時に行う場合は、変更届に発行希望枚数

等を記載してください。 

 

���男女共同参画推進室（��部�事

�労���室） 

（内）吉田 2059、2235 

E-mail fm@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp  
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2013 年 9 月発行の京都大学国内向け広報誌「紅萠（くれなゐもゆる）」24 号にて、育児・介護ワーキ

ンクグループの活動が紹介されました。 
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日時 2013 年 7 月 27 日（土）13 時から 15 時 

場所 女性研究者支援センター 

 

京都大学の教職員、学生、そのご家族を対象として、介

護のつどい（一緒にお話しませんか）を開催しました。 

自己紹介の後、介護経験のある方の体験談を聞きました。

夫の介護をされている参加者からは、有料施設を利用した

こともあるが、現在は夫婦 2 人で色々なサービスを利用しな

がら自宅で生活しており、健康に気を使い頑張っていると

いうお話がありました。20 年近く実母を一人で介護している

方からは、ストレスがたまると、母に優しく接することができな

くなるという悩みが出されました。とにかく自分が孤独で、誰

か一人でも身近なところにいてほしいと思うとのことでした。

また、介護サービスのスタッフにも、改善をお願いしたいこと

もあるという意見も出されました。 

現状の制度や仕組みでは、身内に介護が必要になった

場合、 仕事と介護の両立は困難なので、仕事を辞めるし

かないという結論に達しがちですが、子どもを親や保育園

に預けて仕事を続ける女性が、介護となると『自分が仕事を

辞めなくてはいけない』と思うのは なぜか？ということを考

えてみました。やはり、一人で抱え込みすぎではないか？と

いう考えが出されました。 

介護はする側･される側の相互作用で、お互いの信頼関

係が大切であること、介護者は軽い運動や歌を歌うなどの

ストレス解消法をもつとよいなど、介護のための知識や技術

を互いに確認しました。 

最後に、育児介護WG推進員の鈴木和代助教より、介助

時に便利なグッズの紹介もありました。  
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病児保育事業ワーキンググループ活動報告 
 

 
京都大学女性研究者支援センター・病児保育室「こもも」（以下、病児保育室）は、京都大学に在籍

する全ての教職員・学生の子供（生後 6 ヶ月から小学校 3 年生）を対象とし、急な疾病により保育園／

幼稚園、小学校などに通うことの出来ない病中病後児の保育を行っている。事前登録制による運用で、

登録者数はのべ 636 名、うち平成 25 年度の新規登録者は 74 名と年々増加している（平成 26 年 1 月

末現在）。定員 5 名（感染隔離室 1 名を含む）であり平成 25 年度は 287 名の利用があった（平成 26

年 1 月末現在）。利用状況は感染症の流行に大きく左右されており、今年度は例年に比してやや利用

率が少ない傾向にあるが、利用者の感想としては別記の通り概ね良好である。また、京大病院オープ

ンホスピタルやホームページ等を通じての広報活動も継続して行った。 

今年度は現時点での利用率がやや低くとどまっているにも関わらず、保育人数の増加や保育許可基準の引き下げを求める

要望がある。また予約や利用の手続き上の問題点への指摘もみられた。感染対策上、困難な点もあるが、育児を行いつつ研究

活動を継続することの可能な環境を実現するため、よりよい運営方法を検討する必要がある。 

病児保育事業ＷＧ主査 足立壮一 

 

 

�活動�� 

7 月 13 日（土） 京大病院オープンホスピタルにポスター参加 

1 月 14 日（火） 病児保育室にて、インフルエンザウィルス流行期の特別対応を開始 

3 月 21 日（金） 

～23 日（日） 

病児保育室の床補修 
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呼吸器系

73.2%

消化器系

6.5%

耳鼻・眼科系

2.5%

皮膚科系

2.0%

外科系

0.0% その他

15.8%
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 病児保育室は、2006 年 2 月に附属病院内に開室しました。  

 2007 年 3 月には、病児保育室登録者に対して利用者の声を聞くためのアンケート調査を行い、その結果出された意見に基づ

いて、2008 年より、学生割引（半額）を導入、病児保育相談窓口の開設、お昼の食事メニューを増やす、ホームページに病児保

育室のスタッフの紹介や保育室の紹介を写真入りで行うといった改善を行ってきました。 

 また、2009 年2 月には、感染隔離室の設置について、アンケートによる学内のニーズ調査を行い、2009 年 12 月に病児保育室

内に、感染隔離室を設置しました。 

 

���������� 

1.利用実績（2013 年 1 月～2013 年 12 月） 

１）利用者数 

 

 

2）利用者の職種別分布 3）利用疾患別延べ人数 

 

 

月 人数 うち隔離室

利用者 

1月 31 1 

2 月 27 3 

3 月 25 2 

4 月 45 10 

5 月 37 5 

6 月 22 2 

7 月 42 4 

8 月 20 2 

9 月 51 9 

10 月 23 2 

11 月 20 1 

12 月 12 0 

（人）

（月） 

N=355 N=355 

1.6 
1.4 

1.3 

2.1 

1.8 

1.1 

1.9 

1.1 

2.7 

1.0 1.0 

0.6 

0

1

2

3

4

1 2 3 2013 5 6 7 8 9 10 11 12

1��������2013年1��12��
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病児保育室の様子をお知らせする「こもも日記」を、ホームページに掲載しました。 
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病児保育室にはいつもお世話になっております。上の子供達（6 歳、3 歳、2 歳）はもうほとんどお世話になることがな

くなりましたが、しょっちゅう熱を出す保育園に通い始める頃は、本当に助かりました。きめ細やかに対応してくだり、ゆっ

たりと保育をしていただけるおかげで子供達も安心して過ごせているようでした。病児保育室がなければ、研究の遂行はままなら

なかったと思っております。今後も末っ子（5 ヶ月）がお世話になると思います。どうぞよろしくお願いいたします。欲を言えば、もう

少し保育可能人数が増えるといいと思っています。京都大学全体をまかなうには少し少ないように思いました。（医学研究科 研

究員） 

 

息子（2 歳）が大変お世話になりありがとうございます。大変手厚い保育をいただいており体調不良の際でもとても機

嫌よく過ごさせていただきました。要望を一つ挙げるとすると保育不可となる基準がもう少し緩和されると大変ありがたい

と思います。以前に手足口病に罹患した際には他院の病児保育にしました。できれば雰囲気などに慣れた京大病院でできるだ

けお願いできればと思います。看護面や小児科診療面で大変なこととは存じますがご検討いただければ幸いです。（医学部附

属病院 医師） 

 

気持ちよく利用させていただいています。室内も清潔で保育士さんも親切です。ただ、少し利用料が高いのと、当日

受付が 8 時なので、受けられるかどうか分からないまま待機しているのが、少し不便です。（医学部附属病院 病院職

員） 

 

当院の病児保育室には、留学先から帰国し京大病院に就職したその月から3年近くお世話になっております。当時2

歳の息子は2歳児の時には月に１、２度は何らかの風邪等の感染症にかかっており、たびたびお世話になりました。3歳

半のときに実母が自身の病気により子どもの面倒をみることが困難になってからは、病児保育室頼りです。保育室のスタッフの

方々には大変良くしていただき、息子も嫌がることもなく保育室ですごしてくれています。子どもの熱や感染症でどうしてもやすま

ざるを得ない場合は、代行をお願いしますが、学会・研究会発表等、代行が難しい業務もあります。病児保育室にお願いして研

究会に出席ということも過去には経験しました。4 歳半をすぎた今でも数か月に 1 回はお世話になっています。子供の病気で仕

事を休むときは、仕事への意欲や自信が最もゆらぐ時でもありました。病児保育のおかげで「これなら何とか仕事を続けていける

のでは」と、思え、「子供に迷惑をかけて無理して仕事をしているのでは。」という自責の念も軽減されました。 

当科では、大学院生では女性が 3 割、うち半数は子持ちです。女性スタッフは半数以上が子持ち。さらに、男性の大学院生・

スタッフも共稼ぎで子育ての場合が少なくありません。子供の病気時の対策は科としても避けて通れない問題です。病児保育と

いうサポートがあるおかげで、仕事を続ける意欲が保てている面もかなりあります（具体的な数値は把握していませんが、利用頻

度は高いようです）。加えて、私の場合は自分の研究グループに至っては、自分もふくめ子持ち女性が majority です。したがっ

て子育て中の女性がいかにキャリアをあきらめず自分の力を発揮していけるかは、研究グループの死活問題です。病院として病

児保育のようなサポートをしていただけることは大変ありがたく、仕事をあきらめるリスクが最も高いとおもわれる復帰直後 1，2 年

の危機を乗り越える大きな助けになっているようです。 

最近の入局状況をみるに、女性医師や共稼ぎ家庭は増加傾向にありますので、そうした人々が意欲をもって仕事にとりくめる

環境をととのえるためにも、今後とも、ぜひとも本制度の継続・拡充をお願いいたします。（医学研究科 教員） 
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 7 月 13 日（土）、2013 京大病院オープンホスピタルに、ポスター参加を行いました。 
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就労支援事業ワーキンググループ活動報告 
 

 
本 WG の主要活動である「研究・実験補助者雇用制度」については、育児や介護期にある研究者の研

究継続支援という目的に即して応募しやすく、また審査過程の透明性と成果検証を確実なものとするた

めに、募集要領・様式の一部改訂、利用後のアンケート質問事項改定、利用者の声のホームページ掲載

など改良を加えた。昨年度から審査委員会も改組し、多様な分野の申請を審査しうる体制を整えている。 

本年度中の利用者数は、第１期（４月～９月）18 名、第２期 16 名、また応募者数は平成２４年度第２期

32 名、平成２５年度第１期 22 名と、ここ数年増加傾向にある。利用者アンケートにもみるように、本制度は

育児・子育て期の研究者支援として大きな役割を果たしているが、必要性が認められても支援できない事

例の増加、半期単位の制度運用等、今後更なる拡充と改善の取組が必要であることも明らかになってい

る。この点も含めて、ワークライフバランス向上に資する取組を今後も継続したいと考えている。 

就労支援事業ＷＧ主査 押川文子 

 

 

�活動�� 

5 月 23 日（木） 第 29 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

6 月 3 日(月) 平成 25 年度 2 期 就労支援事業による支援希望者募集開始 

7 月 17 日（水） 第 30 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

11 月 14 日（木） 第 31 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

12 月 13 日（金） 平成 26 年度 1 期 就労支援事業による支援希望者募集開始 

1 月 30 日（木） 第 32 回就労支援事業ワーキンググループ会議 
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���・��・���の��者������・実���者の�用���グラ� 

���・実���者�用��� 

 

��� �� �� � ������� 

�����本学に雇用される研究者（教員、研究員、医員

等）であって、育児・介護等に携わる者（出産予定の者を含

む。）。ただし、次のことに留意して下さい。 

・研究分野は、理系・文系を問いません。 

・「育児」とは、原則として、小学校 3 年生までの子どもを対

象とします。 

・時間雇用教職員の場合は、その者の雇用時間数を超え

ない範囲内で、補助者雇用の申請が可能です。 

・日本学術振興会特別研究員（DC を除く）は、申請資格を

有する研究員として取り扱います。 

・なお、過去 6 期以上（3 カ年以上）連続してこの制度の適

用を受けてこられた場合は、今期は応募できません。応

募者が多数となっておりますので、ご了承ください。 

�用人数�10 名程度（予定） 

技術補佐員（時間雇用教職員（1 週の勤務時間は 20 時間

以内））※学部学生、大学院生は、オフィス・アシスタント（技

術）として雇用。 

��者���申請者の研究・実験を補助する者で、勤務場

所への通勤に支障がない者 

�用���平成 26 年 4 月から平成 26 年 9 月末までの間 

����：女性研究者支援センターに設置される選考委

員会において候補者の選考を行います。選考は、原則とし

て、以下の点に着目し、該当する者を優先します。 

・育児・介護等に起因する研究困難度の高い者 

・補助者雇用経費について他の資金による代替の可能性

が低い者 

・本制度の利用が１年未満の者 

�����申請に当たっては、補助者を受け入れる所属研

究室等の教員等とも十分相談の上、次の書類を部局長（部

局事務）を通じ、担当宛にメールにてご提出願います。 

・平成 26 年度 1 期研究・実験補助者雇用制度利用申請書 

・補助候補者の略歴書 

�����平成 26 年 1 月 17 日（金）17 時（必着） 

�����採択者には、利用期間終了後、研究活動への

本制度利用の効果等について、利用実態を報告していた

だきます。なお、一部調査結果については、女性研究者支

援センターのホームページ等へ掲載されることがありますの

で、予め、ご了承願います。 

※申請様式は、ホームページに掲載 
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対象者：平成 24 年度第 2 期～平成 25 年度第 1 期 研究・実験補助者雇用制度利用者 36 名 

形 式：実績報告と同時にメールにて依頼。 

回答率：95％ 

 

���������������������������

������������� 

・私自身が育児の都合で動けないときに研究補助してもらえた

ことによって、研究が停滞することなくスムーズに進められた。 

・データ整理作業に関して、自分の分野知識に活かせ、非

常に効率良く実験が進められた。異分野の方との接触によ

り、申請者自身も勉強になった。 

・子供が小さい上に、夫が単身赴任のため平日は一人で育

てなければならず、思うように研究の時間が確保できていな

い一方で、年齢も上がり、学会活動ではリーダシップを求め

られる場面も多くなってきた。現実的には何かをあきらめる

必要があったと思うが、本制度により実験補助者を雇用でき

たおかげで、何とか乗り切ることができた。  

・教育活動、子供の看病、通院、病児保育通いなど、とても

負担の多い時期だったが、技術補助者の方がいてくれた

おかげで、無事、論文を投稿できた。また新たな研究費へ

の申請も 3 件できた。 

・子供ができてから手を付けられなかったフィールド調査の

資料整理が済み、文献資料も分類整理が進んだことで、こ

うした資料を研究と講義のために容易に利用できるようにな

った。また、自分の研究活動のなかでも人に依頼できる作

業とそうでないものを分けて考えるようになったことで、仕事

にメリハリが生まれたように思う。 

・私には利用当時1，3，4歳の子どもがおり、フルタイムで勤

務する妻一人では食事、入浴等の世話が困難であったた

め、夕方一旦帰宅し、子どもが寝てから再度職場に戻ると

いう生活を送っていた。本制度を利用させていただいたこと

で、多くの作業を実験補助者に依頼でき、育児と研究の両

立ができた。 

・まだ一歳に満たない時期に子供を保育園に入れたことも

あり、熱だ、病気だ、入院だとしょっちゅう仕事に集中しづら

い時期があったが、手伝ってくださる人が一人いるだけで、

気持ち的に助かった。論文作成や事務的作業はできるだ

け自宅で夜に行うようにはしたが、それでも絶対的に時間

が足りないことも多く、実験補助の方のおかげで救われた。 

・家族との時間が増えた。通勤に片道１時間程度かかるが、

19 時過ぎに帰宅することができ、子供と過ごす時間を作れ

るようになった。朝は子供の起床より先に家を発つことが多

いため、大変貴重な時間だと思っている。 

����������������������� 

・私が動けないときに補助してくれる人がいると、研究が停

滞することなくスムーズに進められるという感覚があった。補

助者の方も関連する研究をしているので、うまくすれば若手

研究者の育成にも一役買うのではないかと思う。 

・今回は本制度を使って、学部生をアルバイトとして研究現

場での仕事を実験補助の形で実現できた。研究面だけで

はなく教育面でも大きな収穫があったと思う。学生は意欲的

に研究を進めて大学院に進学することを決意した。京都大

学から受けた支援をこのような形で京都大学の学生の教育

に還元できたことを嬉しく思う。 

・他の研究者仲間に比べ、子育てにかける時間が長く、研

究にかけられる時間が絶対的に少なかったが、その分の補

助をしていただけて大変助かった。 

・研究とは無関係なことに忙殺されている間も、補助者の方

が作業を進めてくれていると思うと気持ちが救われた。わた

しの場合、まずは自分の研究継続を支援してくれる機関、

制度、そして人がいることによる心理的効果が大きいように

思う。 

・24 時間対応の託児所、ベビーシッター、病児保育制度な

どを組み合わせて利用すれば、長時間勤務することは可能

だと思うが、育児はできない。子供と向き合う時間を確保し

つつ、研究を効率的に進めることができるという点が本制度

の魅力だと思う。 

・本制度を利用させていただいたことで育児と研究の両立

が可能となり、子どもとの時間を持てたことで、親子関係構

築においても良い影響があったと感じている。 

・今回の期間は、一番上の子どもの小学校入学の時期であ

っただけでなく、その本人が、入学後体調を崩して約２ヶ月

間自宅療養を余儀なくされるというアクシデントがあり、本制

度を利用していなかったら、研究遂行に多大な影響があっ

ただろうと思う。想定外の出来事があったにもかかわらず、

ほぼ予定通りに研究を進められたのは、ひとえに補助者の

伴走があったからで、大変感謝している。 

・育児期間には、それまでの研究業績の蓄積がある場合を

除いて、なかなか実験補佐員を自ら雇うだけの研究費をと

れないことが多いと思う。この段階でのこの制度は、本当に

有意義であり、研究面で相当大きな役割を果たしてくれたと

思う。今後も、是非とも存続をお願いしたいと思う。 
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・まずは、研究と子育ての両立において心にゆとりができた。

家族よりも研究に比重を置きがちだが、この補助のおかげ

で積極的に子育てに参加することを自らに課していることを

実感する。つまり、この補助を受けていない場合は、子育て

をある程度ないがしろにしていたと思われる。 

 

・半年しか支援できないことにより、適切な方が見つかりにく

い欠点があると感じている。 

・強いて言えばだが、育児・介護をしていると、研究はもちろ

ん、教育活動においても支援が必要な時が多々ある。研

究・技術補助者は、研究費を獲得していくことで対応できる

こともあるが、教育補助者は研究費ではもちろん賄えない。

今後研究・実験だけでなく、教育補助者も対象にしてもらえ

ると大変ありがたい。 

・半年単位での利用である点。様々な理由があってのことと

は理解しているが、半年後以降にも仕事を続けてもらえる

かどうか分からないという条件の下では、自身の研究成果

により直結する作業であっても、長期にわたり継続する必要

があることを依頼しづらい。仕事を覚えてもらい、慣れて軌

道に乗ったら利用期間の終わりがもう目の前に迫っていると

いうことになりそうで、わたし自身も今回の利用ではそうした

仕事の依頼を断念した。せめて一年単位にしていただけた

ら大変ありがたい。 

・補助者を探すのはいつも非常に困難である。今回は、教

務掛等に協力してもらい、学内バイトの掲示や学生向けに

一斉メールをだして募集し、面接して決定した。募集が多か

ったことからも、潜在的にこのような補助をしたい学生はい

ることは分かった。ただし、一人で企画して探すのは大変な

労力がかかるので、マッチングを行うところをサポートしてい

ただける（HP でアルバイト掲示の設置など）と非常にありが

たい。 

・この制度を利用できる人数を増やしてほしい。 

 

 

区分 人数 
センターからのメール 3 
部局事務からのメール 19 
センターHP 3 
指導教官からの情報 3 
知人からの情報 5 

合計 33 
 

��その� 

・待機乳児保育室について。後期だけでなく通年で開室で

きるようにしていただくと、子供の出産を控えた方はとても安

心できると思う。 

・本部だけではなく、宇治地区や桂地区での保育園が、期

間限定でもいいので設置されるといいと思う。 

この制度を利用している女性研究者間の交流の場があれ

ば良いと思う。 
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2013.4.1 現在 

役職 氏名 所属・職 

センター長 稲葉 カヨ 生命科学研究科・教授 

女性研究者支援推進室長 伊藤 公雄 文学研究科・教授 

特任教授 犬塚 典子 女性研究者支援センター・特任教授 

運営委員会     

１号委員（センター長） 稲葉 カヨ 生命科学研究科・教授 

２号委員（センター特任教授） 犬塚 典子 女性研究者支援センター・特任教授 

３号委員（女性研究者支援推進室長） 伊藤 公雄 文学研究科・教授 

３号委員（広報事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ主査） 山末 英嗣 エネルギー科学研究科・助教 

３号委員（相談事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ主査） 西村 いくこ 理学研究科・教授 

３号委員（育児・介護支援事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ主査） 山肩 洋子 情報学研究科・准教授 

３号委員（病児保育担当） 富樫 かおり 医学研究科・教授 

３号委員（病児保育事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ主査） 足立 壯一 医学研究科・教授 

３号委員（就労形態検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ主査） 押川 文子 地域研究統合情報ｾﾝﾀｰ・教授 

３号委員（社会連携事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ主査） 鈴木 晶子 教育学研究科・教授 

広報事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ     

主査 山末 英嗣 エネルギー科学研究科・助教 

推進員 村山 留美子 工学研究科・助教 

相談事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ     

主査 西村 いくこ 理学研究科・教授 

推進員 高橋 淑子 理学研究科・教授 

育児・介護支援事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ     

主査 山肩 洋子 情報学研究科・准教授 

推進員  富樫 かおり 医学研究科・教授 

推進員 喜多 一 学術情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ・教授 

推進員 岩崎 奈緒子 総合博物館・教授 

推進員 神吉 紀世子 工学研究科・教授 

推進員 鈴木 和代 医学研究科・助教 

病児保育事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ     

主査 足立 壯一 医学研究科・教授 

推進員 富樫 かおり 医学研究科・教授 

推進員 土井 拓 医学部附属病院・助教 

推進員 粟屋 智就 医学部附属病院・助教 

推進員 長尾 美紀 医学部附属病院・助教 

推進員 辻岡 まゆみ 医学部附属病院・看護師長 

推進員 山中 寛恵 医学部附属病院・看護師長 
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役職 氏名 所属・職 

推進員 千葉 正勝 医学部附属病院総務・課長 

推進員 隈村 綾子 医学部附属病院地域ﾈｯﾄﾜｰｸ医療部 

推進員 川崎 宏 研究国際部研究推進課・課長 

就労形態検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ     

主査 押川 文子 地域研究統合情報ｾﾝﾀｰ・教授 

推進員 佐藤 亨 情報学研究科・教授 

推進員 鈴木 眞知子 医学研究科・教授 

推進員 横山 美夏 法学研究科・教授 

推進員 喜多 恵子 農学研究科・教授 

社会連携事業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ     

主査 鈴木 晶子 教育学研究科・教授 

推進員 松下 佳代 高等教育研究開発推進ｾﾝﾀｰ・教授 

推進員 久家 慶子 理学研究科・准教授 
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� �� ������ 2013 年 7 月 22 日（月） 

議題 1. 「京都大学女性研究者支援センター組織内規」の改正について 

資料 1. 京都大学女性研究者支援センター組織内規改正案 

参考 1. 京都大学女性研究者支援センター組織内規改正案（見消し） 

   2. 女性研究者支援センター新体制図 

   3. 女性研究者支援センター運営委員会内規 

  4. 女性研究者支援センター運営委員会名簿 

 

 

����������� 

 

� �� ������ 2013 年 4 月 8 日（月） 11:00～11:30 

【議題】 

1. 病児保育室の利用における事前登録について 

2. WG の改編について 

3. 待機乳児保育室の愛称について 

【報告】 

1. 着任者の紹介 

2. センター移転について 

3. センター要項の改定（H25.3.27 付 事務組織規定の改正による） 

4. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. 病児保育室の利用における事前登録について 

2. ＷＧの改編について 

3. 新施設間取り 

4. 国際女性デー日仏シンポジウム出張報告 

5. 東京大学（ＪＳＴ「女子中高生理系進路選択支援」事業）「数学の魅力２－女子中高生のために－」出張報告 

6. 京都大学女性研究者支援センター要項（平成 25 年 3 月 27 日総長裁定） 

 

� �� ������ 2013 年 5 月 13 日（月） 11:00～12:20 

【議題】 

1. WG の改編について 

2. シンポジウムの開催について 

3. 介護ミニ研究会の開催について 

4. 自己主張トレーニング講座の見直しについて 

5. 女性教員・院生の交流会について 

6. 女子高生・車座フォーラム 2013 の日程について 

7. 教員・研究員の生活時間アンケート調査報告（案）について 

【報告】 

1. 橘会館への移転 

2. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. ＷＧの改編について 
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2. シンポジウム シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン７ 

3. 介護に関する企画案 

4. 相談事業 WG資料（H25 年度の企画） 

5. 教員と院生との交流会【企画案】 

6. 教員・研究員の生活時間に関するアンケート調査報告書（案） 

7. 経済産業省・日本総合研究所共催「ダイバーシティ経営企業１００選」シンポジウム出張報告 

8. 第 110 回日本内科学会「男女共同参画企画公開シンポジウム」出張報告 

9. 第 8回女子中高生のための関西科学塾のポスター 

10. ニュースレター50号 

11. おむかえ保育利用規定 

 

� �� ������ 2013 年 6 月 10 日（月） 11:00～11:45 

【議題】 

1. WG の改編について 

【報告】 

1. 育児クーポンの実施検討 

2. 平成 25 年度 2 期 研究・実験補助者雇用制度の利用者募集について 

3. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. 平成 25 年度 2 期 研究・実験補助者雇用制度利用者募集要項 

2. 京都大学女性研究者支援センター組織内規 

（参考資料：京都大学女性研究者支援センター要項、同運営委員会内規） 

3. シンポジウム シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン７のポスター 

 

� �� ������ 2013 年 7 月 8 日（月） 11:00～12:25 

【報告】 

1. WG の改編について 

2. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. シンポジウム シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン７のポスター 

2. 介護のつどいのポスター 

3. 保育園待機乳児保育室のポスター 

4. 各 WG の構成員 

 

� �� ������ 2013 年 9 月 9 日（月） 11:00～11:45 

【報告】 

1. 熟議について 

2. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. 第 5 回九州・沖縄アイランド女性研究者支援シンポジウム in 福岡参加報告 

2. ニュースレター「たちばな」第 51 号 

3. 女子高生・車座フォーラム 2013 のポスター 

 

� �� ������ 2013 年 10 月 21 日（月） 11:00～11:30 

【報告】 

1. 平成 26 年度全学共通科目、ポケットゼミの提供について 

2. 女性教員懇話会第 64 回研究会「大学改革期における女性支援の現状と今後を考える」に協力 
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3. 平成 26 年 4 月のセンターと男女共同参画推進室の統合に向けての調整について 

4. 病児保育室と病院小児科を兼任する小児科医配置について 

5. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. ニュースレター「たちばな」第 52 号 

 

� �� ������ 2013 年 11 月 11 日（月） 11:00～11:30 

【報告】 

1. 思修館２期工事について 

2. おむかえ保育について 

3. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. たちばな賞推薦募集のポスター 

 

� �� ������ 2013 年 12 月 9 日（月） 11:00～11:55 

【議題】 

1. 平成 26 年度 1 期研究実験補助者雇用制度の利用者募集について 

【報告】 

1. 平成 26 年 4 月からの体制について 

2. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. 平成 26 年度第 1 期 研究・実験補助者雇用制度利用者募集要項 

2. 神戸大学男女共同参画推進室・国際シンポジウム参加報告 

3. 女性研究者支援センター相談事業ストレスマネジメント講座（案） 

4. ニュースレター「たちばな」53 号 

 

� �� ������ 2014 年 1 月 20 日（月） 11:00～11:50 

【報告】 

1. 学術研究支援室(URA)の冊子「Research Activities（H26.5 刊行予定）」に協力 

2. 学術研究支援室(URA)と協力して女子高校生向け冊子（H26.5 刊行予定）を作成 

3. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. 平成 25 年度活動報告書目次（案） 

2. 内閣府シンポジウム「WEPs が変える仕事の未来」参加報告 

3. 東京大学「女子高校生のための東大説明会 2013」参加報告 

4. ニュースレター「たちばな」54 号 

5. ストレスマネジメント講座のポスター（案） 

6. 介護講演会について 

 

� �� ������ 2014 年 2 月 10 日（月） 11:00～12:00 

【議題】 

1. 平成 26年 1期補助者雇用制度の利用者決定 

2. おむかえ保育の実施について 

3. シンポジウムの実施について 

【報告】 

1. 平成 26年度予算について 

2. 平成 26年度全学共通科目、ポケットゼミについて 
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3. ワーキンググループの活動状況と今後の予定 

【資料】 

1. 平成 26年 1期補助者雇用制度の利用者決定（案） 

2. おむかえ保育実施要領（案） 

3. シンポジウム（案） 

4. 平成 26年度の講義について 

5. 報告書：各 WG活動報告 

6. 介護講演会のポスター 

7. ストレスマネジメント講座のポスター 

8. たちばな賞表彰式ポスター文面 
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(2013 年 4月～2014 年 3月) 

 

4 月 1 日（月） 支援員 1 名着任 

4 月 8 日（月） 第 71 回女性研究者支援推進室会議 

4 月 9 日（火） 「性差を科学する１」開講、講師：伊藤公雄 

4 月 12 日（金） 情報環境機構講習会受講 

4 月 13 日（土） 第 110 回日本内科学会「男女共同参画企画公開シンポジウム」に参加：犬塚典子 

4 月 16 日（火） 第 1 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」ポケゼミの目的について、ジェンダー研究の歴史と意義：伊藤公雄

4 月 23 日（火） 第 2 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」動物の性差と性淘汰：奥田 昇 

4 月 30 日（火） 第 3 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」動物の子育てと雌雄の対立：奥田 昇 

5 月 7 日（火） 第 4 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」ジェンダーと文化人類学：速水洋子 

5 月 10 日（金） ニュースレター「たちばな」第 50 号発行 

5 月 13 日（月） 第 72 回女性研究者支援推進室会議 

5 月 14 日（火） 第 5 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」性の決定メカニズムについて：塩田浩平 

5 月 21 日（火） 第 6 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」身体の性と脳の性（1）：瀬木（西田）恵里 

5 月 23 日（木） 第 29 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

5 月 27 日（月） 

～28 日（火） 

センター建替えのため、橘会館に移転 

5 月 28 日（火） 第 7 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」身体の性と脳の性（2）ディスカッション：瀬木（西田）恵里 

6 月 3 日(月) 平成 25 年度 2 期 就労支援事業による支援希望者募集開始 

6 月 4 日（火） 第 8 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」脳の発達と性差：粟屋智就 

6 月 9 日（日） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜A＞を共催 

6 月 10 日（月） 第 73 回女性研究者支援推進室会議 

6 月 11 日（火） 第 9 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」セクシュアリティと文化人類学：田中雅一 

6 月 12 日（水） ハラスメント窓口相談員のための研修を受講：犬塚典子 

6 月 25 日（火） 第 10 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」ジェンダーと教育：犬塚典子 

7 月 2 日（火） 第 11 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」科学政策における男女共同参画：犬塚典子 

7 月 8 日（月） 第 74 回女性研究者支援推進室会議 

7 月 9 日（火） 第 12 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」中央アジアの女性解放運動：帯谷知可 

7 月 13 日（土） 京大病院オープンホスピタルにポスター参加 

7 月 16 日（火） 第 13 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」アフリカ女性の生き方から学ぶ：近藤 史 

7 月 17 日（水） 第 30 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

7 月 19 日（金） シンポジウム（シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン第 7 回）－京都で研究する！～外国人研究者が語る

京都大学での経験～「International researchers talk about their experiences at Kyoto university」－ 

講師：Jane SINGER、Supawan JOONWICHIEN 

7 月 22 日（月） 第 30 回女性研究者支援センター運営委員会 

メンタルヘルス講習を受講 

7 月 23 日（火） 第 14 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」総合討論：伊藤公雄 

7 月 27 日（土） 介護講座－介護のつどい 

7 月 30 日（火） 第 15 回ポケットゼミ「ジェンダーと科学」まとめ：伊藤公雄 

8 月 1 日（木） ニュースレター「たちばな」第 51 号発行 

8 月 8 日（木） 東北大学女子学生入学 100 周年記念シンポジウムに参加：稲葉カヨ 

9 月 2 日（月） 平成 25 年度保育園入園待機乳児保育室を開室 

9 月 5 日（木） 女性研究者支援センター組織内規を改定し、4 ワーキンググループでの事業推進を行うこととなった 
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9 月 7 日（土） 第 5 回九州・沖縄アイランド女性研究者支援シンポジウムに参加：犬塚典子 

9 月 9 日（月） 第 75 回女性研究者支援推進室会議 

 男女共同参画推進室にてベビーシッター利用育児支援事業を開始し、その広報を行った 

9 月 13 日（金） 病児保育室の保育士 1 名退職 

9 月 14 日（土） 

 

京都大学ジュニアキャンパスに、センターポケゼミ受講者による中学生向けゼミ「大学生と語るジェンダー

（「男らしさ」や「女らしさ」などの社会的性別）を提供 

9 月 20 日（金） ニュースレター「たちばな」第 52 号発行 

9 月 23 日（月・祝） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜B＞を共催 

10 月 1 日（火） 国立女性教育会館「国際研修プログラム」参加者がセンターを見学 

 第 1 回「性差を科学する(2)」オリエンテーション：伊藤公雄 

10 月 4 日（金） KUINS（京都大学学術情報ネットワークシステム）利用者負担金検討委員会に出席 

10 月 8 日（火） 第 2 回「性差を科学する(2)」動物の行動・性淘汰と性的二型：森 哲 

10 月 20 日（日） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜C＞を共催 

10 月 21 日（月） 第 76 回女性研究者支援推進室会議 

10 月 22 日（火） 第 3 回「性差を科学する(2)」爬虫類の性と繁殖：疋田 勉 

10 月 29 日（火） 第 4 回「性差を科学する(2)」比較認知科学：チンパンジーとヒトと性差：林 美里 

 待機乳児保育室利用者懇談会 

11 月 5 日（火） 第 5 回「性差を科学する(2)」植物における性の多様性と進化：川北 篤 

11 月 9 日（土） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜D＞を共催 

11 月 11 日（月） 第 77 回女性研究者支援推進室会議 

11 月 12 日（火） 第 6 回「性差を科学する(2)」魚類の性転換：奥田 昇 

 第 5 回日中韓女性科学技術者指導者フォーラムに参加：稲葉カヨ 

11 月 14 日（木） 第 31 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

11 月 15 日（金） ニュースレター「たちばな」第 53 号発行 

11 月 17 日（日） 第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜E＞を共催 

11 月 19 日（火） 第 7 回「性差を科学する(2)」魚類における子育てと性役割：奥田 昇 

11 月 26 日（火） 第 8 回「性差を科学する(2)」脳の発達の性差：粟屋智就 

12 月 3 日(火) 第 9 回「性差を科学する(2)」免疫反応、免疫疾患から見た性差：稲葉カヨ 

 人権に関する研修会「セクシュアルハラスメントの判例」に参加：犬塚典子 

12 月 5 日（木） 神戸大学シンポジウム「Women in Science and Education」に参加：犬塚典子 

12 月 6 日（金） 九州大学より、理事他 3 名が来室 

12 月 9 日（月） 第 78 回女性研究者支援推進室会議 

12 月 10 日（火） 第 10 回「性差を科学する(2)」女性に多い摂食障害について医学的、医療人類学的視点から：林 晶子 

 女性教員懇話会第 64 回研究会「大学改革期における女性支援の現状と今後を考える」に協力 

12 月 13 日（金） 平成 26 年度 1 期 就労支援事業による支援希望者募集開始 

12 月 15 日（日） 女子高生・車座フォーラム 2013 

12 月 16 日（月） 内閣府シンポジウム「WEPs が変える仕事の未来」に参加：犬塚典子 

12 月 17 日(火) 第 11 回「性差を科学する(2)」 

子どもの発達の性差について－自閉症スペクトラム児を通して考える－：加藤寿宏 

12 月 22 日（日） 東京大学「女子高校生のための東大説明会 2013」に参加：犬塚典子 

1 月 7 日（火） 第 12 回「性差を科学する(2)」子宮頚癌からヒトの性の進化を探る：小西郁生 

1 月 10 日（金） ブリストル大学より 2 名が来室 

1 月 14 日（火） 第 13 回「性差を科学する(2)」インターセックスの診断と治療～婦人科医の立場から～：菅沼信彦 

 病児保育室にて、インフルエンザウィルス流行期の特別対応を開始 

1 月 15 日（水） ニュースレター「たちばな」第 54 号発行 
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1 月 20 日（月） 第 79 回女性研究者支援推進室会議 

1 月 21 日（火） 第 14 回「性差を科学する(2)」子宮を MR 画像で見る：富樫かおり 

1 月 23 日（木） 産業医巡視 

1 月 28 日（火） 第 15 回「性差を科学する(2)」まとめ－性差を科学する：伊藤公雄 

1 月 30 日（木） 第 32 回就労支援事業ワーキンググループ会議 

2 月 10 日（月） 第 80 回女性研究者支援推進室会議 

2 月 25 日（火） ニュースレター「たちばな」第 55 発行 

3 月 1 日（土） 介護講演会－介護する家族にとってのターニングポイント－講師：川口有美子 

3 月 3 日（月） 京都大学優秀女性研究者賞「たちばな賞」表彰式と受賞者による研究発表会 

3 月 7 日（金） ストレスマネジメント講座－ワーク・エンゲイジメントに注目した個人と組織の活性化・より健康でより高いパ

フォーマンスに向けて－講師：島津明人 

3 月 10 日（月） 第 31 回女性研究者支援センター運営委員会、第 81 回女性研究者支援推進室会議 

3 月 15 日（土） 

～16 日（日） 

第 8 回女子中高生のための関西科学塾＜F＞を共催 

3 月 21 日（金） 

～23 日（日） 

病児保育室の床補修 

 

 

 

 

稲葉 副学長（左）と菊川 九州大学理事（右）

ブリストル大学の研究者と懇談 

1月 10 日 

12 月 6日 
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京都大学環境科学センターによる「グリーンカーテン里親募集～涼しくエコな夏を目指

しませんか？～(H25)」に応募し、女性研究者支援センターでゴーヤを育てました。 

 

■女性研究者支援センターホームページには、里親「ゴーヤ支援室」の奮闘の日々を掲載しました。 

昨年度に続いて、京都大学環境科学センターによる「グリーンカーテン里親

募集～涼しくエコな夏を目指しませんか？～」に応募しました。5 月下旬にセ

ンター建替え工事のための引越しがあり、ゴーヤ里親を一度はあきらめかけ

たのですが、環境科学センターの皆様のはげましとご支援のおかげで、里

親になることを決心しました。思修館からいただいたふうせんかずらのフウちゃんとともに、女性研究者支援センター広報部長「ゴー

ヤ三郎＆四郎」は、立派なグリーンカーテンに成長し、センターを厳しい日差しから守ってくれました。 

 また、今年度からは、収穫数を掲示してきました。全部で 77 個のゴーヤを収

穫することができました。 

 

 

6/6

（木） 

引越し後の片

付けが一段落

したので、里親

としてゴーヤたちを迎えに行ってきました。環境科

学センターでは、ゴーヤの苗、腐葉土、肥料、プラ

ンター、ネットなど、育てるために必要な一式を提供

してくださったので、早速、植え付けしました。「ゴー

ヤたち、女性研究者支援センターにようこそ！」 

6/13

（木） 

ゴーヤの成長は早い。弟の

四郎（右）はネットにつかまり

立ちができるようになりまし

た。一足先につかまり立ちし

たお兄ちゃんの三郎（左）は、立派なゴーヤになるよ

うに、芯止め（先端を切る）をしました。三郎の成長

を願ってのこととは言え、里親の心境は複雑です。 

6/19

（水） 

お隣の思修館の先生方に移植ごてをお貸しした縁

で、ふうせんかずらのフウちゃんがセンターにやっ

て来ました。玄関前で職員の出勤を待っていたフウ

ちゃん。新しい仲間が増えて、ゴーヤ支援室メンバ

ーも三郎＆四郎も大喜びです。思修館の皆様、フウ

ちゃんを大切に育てます。ありがとうございました。 

6/21

（金） 

2 日続いた雨の

おかげか、すご

いスピードで成

長中の三郎と四郎。二人同時に花も咲き、また週明

けが楽しみになってきました。それにしても、しっか

りまっすぐに立つ三郎（左）に比べて、頭でっかちに

なってバランスがうまく取れない弟の四郎（右）が何

とも可愛く・・・とにかくこのまま二人揃って元気に育

ってほしい、と母は強く思います。 

7/1

（月） 

7 月に入って更に伸び盛りのお

兄ちゃん三郎は、しっかりとネット

に沿ってグリーンカーテンになろ

うとしています。弟四郎もツルを伸ばしながら頑張っ

てネットにつかまり、ふうせんかずらの フウちゃんも

少しずつですが、追いつこうとしているようです。ま

たこの一週間で大きく成長するのが楽しみです 

7/8 

（月） 

週が空けて少しスリムな弟の四

郎も、すっかりお兄ちゃんの三郎

と同じ背丈になりました。三郎・四

郎・ふうちゃんの 3 人きょうだいが

仲良く並んでいる姿に、毎日癒されています。 

7/16

（火） 

わずか 1 週間

で、二人とも窓

の上まで背が伸

びました。そして何と弟の四郎が 2 つも実をつけまし

た。6 センチと 3 センチの小さな実ですが、きちんと

ゴーヤの形をしています。葉っぱも増えて、グリーン

カーテンらしくなってきた二人からますます目が離

せません。 

7/22

（月） 

毎日厳しい暑さ

にも負けず、三

郎・四郎・フウち

ゃんの 3 人は元気にスクスク育っています。いつの
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間にかフウちゃんもネットに背が届くようになりました

が、可愛らしい花が咲くのはもう少し先でしょうか。こ

れからもまだまだ楽しみがいっぱいです。 

7/26

（金） 

待ちに待った初収穫の結果で

す。実は２つでそれぞれ 9cm と

10ｃｍでした。今は他にも５～６

個の実がなっている状態ですが、まだまだ小さい実

です。立派なゴーヤを収穫する日を楽しみにしなが

ら、せっせと頑張って育てています。 

7/31

（水） 

今日も 10cm ほど

のゴーヤを 3 つ

収穫しました。 

先週収穫したゴーヤは、オクラやズッキーニ、ナス

等と一緒に夏野菜カレーにしてみましたが、少量な

がらもしっかりとした苦味で存在をアピールしていま

した。8 月にはもっと葉っぱも増えて、大きなゴーヤ

が育つよう頑張ります！ 

8/5

（月） 

先週収穫したゴーヤは、冷蔵庫にあった色々なもの

と一緒にチャンプルになりました。 

・少量の水と一緒にレンジでチン 

（苦味が和らぎます。） 

・野菜、ひき肉、エビと一緒にいためます。 

・みりん、しょうゆ、ゴマ油で味付けすれば完成。 

三郎、四郎、ふうちゃんが、夏休み明けにどのくらい

成長しているか楽しみです。 

8/6

（火） 

待望のふうちゃ

んの実(左）がな

りました。お隣

の思修館「廣志房」で育っているふうちゃんのきょう

だいたち（右）は、たくさんの実をつけているので、

心配していました。これで安心です。 

8/15

（木） 

夏休み明けで、久しぶりに会うゴ

ーヤ達。葉っぱが増えて、本格

的なグリーンカーテンになってい

ます。今日は小さな可愛い実を３つ収穫しました。

暑さに負けそうな毎日ですが、すくすく育つゴーヤ

達を 見ると本当になごみます。 

8/28 

（木） 

この頃は少し目を離すと、すぐに赤くなってしまうゴ

ーヤ達。葉っぱもいつの間にか隣の木まで伸びて、

仲良く一体化しています。フウちゃんもゴーヤ達に

隠れてはいますが、とても大きく伸びて実もたくさん

なって可愛らしい盛りです。 

9/5

（木） 

この頃のゴーヤ

は、大きくなる

前にすぐに赤く

なって破裂してしまうことが多くなりました。なかなか

立派なゴーヤは育ってくれないのですが、相変わら

ず葉っぱはとても元気です。フウちゃんもかなり高い

所まで伸びて、たくさん実をつけています。夏が終

わるまであと少し、みんなで楽しみたいと思います。

9/12

（木） 

相変わらず小

さくて可愛い実

がたくさんの三

郎と四郎ですが、この頃少しお疲れ気味の様子。そ

んなゴーヤ達に代わって大活躍なのが、フウちゃん

です。いつの間にかカーテンの１番上まで伸びたフ

ウちゃん、立派な３人きょうだいに育ちました。 

9/19 

（木） 

長い夏の間中頑張ったゴーヤ達

の葉っぱも、だんだんと黄色くな

ってきました。ゴーヤとフウちゃん

の可愛いツーショットも、そろそろ見納めかも・・と思

うと寂しくなってきます。 

10/3

（木） 

10 月になり、朝晩の気温が下がってきました。そし

てグリーンカーテンもその大役を終える時が来まし

た。寂しいですが、いよいよゴーヤ達とお別れで

す。片付けをしていると、枯れた葉っぱの中から小

さい実がたくさん出てきて、最後までその可愛さに

癒されました。 

ご指導くださった環境科学センターの皆様、ありがと

うございました。 

また来年、必ず里親になります。よろしくお願いしま

す＾＾ 
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����大�学�教�員�数 (平成25年5月1日現在)

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

総長 1 1 0 1

理事・監事(非常勤含む） 9 9 0 9

附属図書館 1 1 0 1 1

文学研究科 43 9 52 24 2 26 1 1 3 3 71 11 82

教育学研究科 13 3 16 8 6 14 1 2 3 22 11 33

法学研究科 45 4 49 13 5 18 1 1 2 5 4 9 1 1 2 65 15 80

経済学研究科 19 1 20 11 1 12 2 3 5 1 1 33 5 38

理学研究科 82 2 84 68 8 76 14 1 15 75 6 81 239 17 256

医学研究科 77 8 85 51 7 58 47 8 55 34 20 54 209 43 252

医学部附属病院 4 4 13 2 15 8 2 10 128 15 143 153 19 172

薬学研究科 13 13 14 3 17 1 1 2 13 1 14 41 5 46

工学研究科 131 1 132 113 2 115 26 1 27 125 6 131 395 10 405

農学研究科 62 3 65 47 2 49 8 2 10 67 8 75 184 15 199

人間・環境学研究科 60 7 67 27 3 30 1 1 17 3 20 104 14 118

エネルギー科学研究科 19 19 17 17 14 14 50 0 50

アジア・アフリカ地域研究研究科 14 14 10 2 12 3 1 4 27 3 30

情報学研究科 35 35 19 2 21 11 11 32 1 33 97 3 100

生命科学研究科 16 1 17 9 9 3 3 17 3 20 45 4 49

総合生存学館 4 4 1 1 5 0 5

地球環境学堂 17 17 14 3 17 10 3 13 41 6 47

公共政策連携研究部 9 9 9 0 9

経営管理研究部 16 16 3 3 1 1 20 0 20

化学研究所 28 28 18 1 19 34 3 37 80 4 84

人文科学研究所 19 1 20 15 2 17 8 5 13 1 1 43 8 51

再生医科学研究所 8 1 9 7 2 9 2 2 9 1 10 26 4 30

エネルギー理工学研究所 11 11 10 10 1 1 11 11 33 0 33

生存圏研究所 12 12 9 9 1 1 12 2 14 34 2 36

防災研究所 30 30 30 1 31 26 1 27 86 2 88

基礎物理学研究所 8 8 8 8 3 3 19 0 19

ウイルス研究所 11 1 12 9 9 1 1 13 4 17 34 5 39

経済研究所 14 1 15 5 5 2 2 21 1 22

数理解析研究所 13 13 11 11 3 3 13 13 40 0 40

原子炉実験所 17 1 18 19 2 21 1 1 28 4 32 65 7 72

霊長類研究所 12 12 11 11 7 4 11 30 4 34

東南アジア研究所 7 3 10 7 7 2 2 4 16 5 21

ｉＰＳ細胞研究所 9 9 5 5 4 4 18 0 18

学術情報メディアセンター 7 7 7 7 6 6 20 0 20

放射線生物研究センター 3 3 3 3 1 1 1 1 8 0 8

生態学研究センター 6 6 5 1 6 11 1 12

地域研究統合情報センター 4 1 5 3 2 5 3 3 10 3 13

野生動物研究センター 2 1 3 2 2 4 1 5

高等教育研究開発推進センター 6 1 7 6 1 7 12 2 14

総合博物館 2 1 3 2 2 1 1 1 1 6 1 7

低温物質科学研究センター 3 3 2 2 2 2 1 1 8 0 8

フィールド科学教育研究センター 4 1 5 7 7 2 2 6 3 9 19 4 23

こころの未来研究センター 4 1 5 4 1 5

文化財総合研究センター 4 4 4 0 4

国際高等教育院 20 2 22 4 1 5 24 3 27

環境安全保健機構 3 3 5 5 6 2 8 14 2 16

国際交流推進機構 2 2 4 2 2 4 1 1 5 4 9

情報環境機構 3 1 4 1 1 3 2 5

産官学連携本部 1 1 1 0 1

物質－細胞統合システム拠点 7 2 9 7 2 9

カウンセリングセンター 2 2 1 1 1 1 2 3 2 5

大学文書館 1 1 2 2 3 0 3

学際融合教育研究推進センター 1 1 1 1 2 2 4 0 4

合計 10 958 60 1,018 676 65 741 143 21 164 745 105 850 3 1 4 2,535 252 2,787

合計助手
区分 役員

教授 准教授 講師 助教
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�　�　大　学　学　生　数

学 部 学 生 数
(平成24年5月1日現在)

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

総合人間学部 415 172 587 7 9 16 422 181 603

文学部 567 440 1,007 39 19 58 13 8 21 619 467 1,086

教育学部 164 119 283 6 2 8 6 8 14 176 129 305

法学部 1,164 401 1,565 2 2 4 1 1 1,167 403 1,570

経済学部 974 212 1,186 8 5 13 3 3 985 217 1,202

理学部 1,247 141 1,388 9 9 1,256 141 1,397

医学部（6年制） 564 117 681 564 117 681

医学部（4年制） 171 461 632 171 461 632

薬学部（6年制） 85 102 187 85 102 187

薬学部（4年制） 167 51 218 167 51 218

工学部 3,982 362 4,344 3 3 2 1 3 3,987 363 4,350

農学部 925 418 1,343 9 2 11 934 420 1,354

10,425 2,996 13,421 58 28 86 50 28 78 10,533 3,052 13,585

(112) (74) (186) (1) (1) （113） （74） （187）

(注)（　）内は、外国人留学生数（留学ビザ留学生）で内数

大 学 院 学 生 数
(平成24年5月1日現在)

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

文学研究科 159 94 253 143 77 220 17 12 29 319 183 502

教育学研究科 42 47 89 50 48 98 4 2 6 96 97 193

法学研究科 22 9 31 40 28 68 292 89 381 3 3 3 2 5 360 128 488

経済学研究科 85 42 127 97 30 127 5 1 6 3 1 4 190 74 264

理学研究科 564 92 656 424 88 512 3 3 991 180 1,171

501 165 666 501 165 666

84 98 182 62 79 141 26 30 56 1 1 173 207 380

14 4 18 14 4 18

92 34 126 59 18 77 151 52 203

工学研究科 1,326 162 1488 476 91 567 1802 253 2,055

農学研究科 408 220 628 184 90 274 1 1 593 310 903

人間・環境学研究科 173 137 310 172 148 320 345 285 630

ｴﾈﾙｷﾞｰ科学研究科 258 17 275 77 13 90 335 30 365

ｱｼﾞｱ・ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 74 82 156 2 1 3 76 83 159

情報学研究科 394 39 433 125 29 154 1 1 520 68 588

生命科学研究科 89 71 160 69 48 117 158 119 277

総合生存学館 7 3 10 7 3 10

地球環境学舎 48 40 88 31 36 67 79 76 155

公共政策教育部 74 19 93 2 2 76 19 95

経営管理教育部 123 75 198 3 3 123 78 201

3,744 1,102 4,846 2,605 1,077 3,682 515 213 728 27 13 40 18 9 27 6,909 2,414 9,323

（219） (204) (423) (420) (286) (706) (27) (56) (83) (666) (546) (1,212)

(注1)医学研究科・薬学研究科の博士（後期）課程の上段は博士課程（4年制）

(注2)アジア・アフリカ地域研究研究科、総合生存学館は一貫制博士課程

(注3)（　）内は、外国人留学生数（留学ビザ留学生）で内数。

（分析データ　：本学ホームページ　広報課　2013年5月1日）

科目等履修生 合計
区分

修士課程 聴講生

科目等履修生 合計

医学研究科

専門職学位課程

計

計

博士(後期)課程

区分
学生 聴講生

薬学研究科
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�����女����・女������ 

 
1. 教��������女��� 

（分析データ：京都大学概要 2013） 

2004 年までは、保田その氏の作成データ（京都大学女性教員懇話会 2005 年度ニュースレターNo.2）による 

 

 2013 年 5 月 1 日現在の京都大学の教員数（助手 4 名を含む）は、全体で 2,777 名である。そのうち女性教員は全体の 9.1％、数

にしてわずか 252 名である。2006 年は 7.3％だったので、この 7 年間で 1.8％増加している。女性教員数が目立って増加の傾向を

見せてきたのは、2000 年頃からである。図１に 1952 年以来の女性教員の推移を示す。 

 
 

 

 職階別に男女比を見ると、女性は総数が少ないのでどのポストでもわずかだが、その中でも、教授ポストの女性比率が特に少なく、

5.9％しかない。准教授ポストでは 8.8％、講師、助教・助手は 12％が女性である（図 2）。 

  

94.1%

5.9%

教授 男 女

91.2%

8.8%

准教授 男 女

87.2%

12.8%

講師 男 女

87.6%

12.4%

助教・助手 男 女

図 2 教員の職階毎の男女比（2013 年 5 月 1 日現在） 

図 1：1952 年以来の女性教員の推移 
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図 3 の職階分布からわかるように、男性では教授（38％）が最も多く、女性では助教・助手（42％）が最も多い。 

 

 

 表 1 に男女別教員数（「定員」）を示す。女性がいない部局は載せていないが、総合計は総教員数である。 

 

助教・助手, 30%

助教・助手, 42%

講師, 6%

講師, 8%

准教授, 27%

准教授, 26%

教授, 38%

教授, 24%

男

女

図3 職階分布（2013年5月1日現在）

部局 男 女 計 女性比率

附属図書館 0 1 1 100.0%
国際交流推進機構 5 4 9 44.4%
情報環境機構 3 2 5 40.0%
カウンセリングセンター 3 2 5 40.0%
教育学研究科 22 11 33 33.3%
東南アジア研究所 16 5 21 23.8%
地域研究統合情報センター 10 3 13 23.1%
物質－細胞統合システム拠点 7 2 9 22.2%
野生動物研究センター 4 1 5 20.0%
こころの未来研究センター 4 1 5 20.0%
法学研究科 65 15 80 18.8%
フィールド科学教育研究センター 19 4 23 17.4%
医学研究科 209 43 252 17.1%
人文科学研究所 43 8 51 15.7%
高等教育研究開発推進センター 12 2 14 14.3%
総合博物館 6 1 7 14.3%
文学研究科 71 11 82 13.4%
再生医科学研究所 26 4 30 13.3%
経済学研究科 33 5 38 13.2%
ウイルス研究所 34 5 39 12.8%
地球環境学堂 41 6 47 12.8%
環境安全保健機構 14 2 16 12.5%
人間・環境学研究科 104 14 118 11.9%
霊長類研究所 30 4 34 11.8%
国際高等教育院 24 3 27 11.1%
医学部附属病院 153 19 172 11.0%
薬学研究科 41 5 46 10.9%
アジア・アフリカ地域研究研究科 27 3 30 10.0%
原子炉実験所 65 7 72 9.7%
生態学研究センター 11 1 12 8.3%
生命科学研究科 45 4 49 8.2%
農学研究科 184 15 199 7.5%
理学研究科 239 17 256 6.6%
生存圏研究所 34 2 36 5.6%
化学研究所 80 4 84 4.8%
経済研究所 21 1 22 4.5%
情報学研究科 97 3 100 3.0%
工学研究科 395 10 405 2.5%
防災研究所 86 2 88 2.3%

総合計 2,525 252 2,777 9.1%

表1　男女別教員数（「定員」）と女性比率（部局別）

全体平均
9.1％
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 2�女性研究者の雇用形態 

（分析データ ：総務部資料 2013 年 5 月 1 日） 

 

表２に示すように、本学には女性研究者が約 794 人いる。プロジェクトなどの雇用でない、いわゆる“定員”の教員は 255 人、残り

539 人が種々のプロジェクトなどで雇用されている任期つきの研究者である。表 2 にその職種、職階分布を示した。表 2 で常勤とい

うのは、勤務形態は定員と同じだが雇用形態が例えば、准教授（産官学連携）というように職名に財源の由来が付いている任期付

きのポストを示している。非常勤というのは、勤務形態が非常勤で雇用の財源はいろいろである。例えば「最先端研究」などである。

ポスドクと呼ばれて、学位をとっても定員のポストには就けないで、任期附きの研究員などのポストに就いている潜在的女性研究者

が、1.5 倍も存在している。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表2　女性研究者の雇用形態
人数 ％

教授 60 7.6
准教授 66 8.3
講師 21 2.6
助教・助手 108 13.6
合計 255 32.1
教授 3 0.4
准教授 29 3.7
講師 7 0.9
助教 68 8.6
研究員 148 18.6
合計 255 32.1
研究員 221 27.8
医員 59 7.4
教員 4 0.5
合計 284 35.8

794 100.0

学内の雇用形態

定
員

常
勤

非
常
勤

総合計

図 4 女性研究者の雇用形態 
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3� 女性教員の部局別・職階別分布 
表 3 に全部局の職階別女性教員数（2013 年 5 月 1 日現在）を示す。 

（分析データ ：総務部資料 2013 年 5 月 1 日） 

 

表3：部局別職階別女性教員数（2013年5月1日現在、総務部より）

教授 准教授 講師
助教
助手

合計 教授 准教授 講師 助教 研究員 合計 研究員 医員 教員 合計

医学研究科 8 7 8 20 43 0 12 1 10 19 42 42 0 0 42 127

医学部附属病院 0 2 2 16 20 0 0 1 18 2 21 9 59 0 68 109

ｉＰＳ細胞研究所 0 0 0 0 0 0 1 0 1 40 42 6 0 0 6 48

物質－細胞統合システム拠点 2 0 0 0 2 0 1 1 6 15 23 12 0 0 12 37

工学研究科 1 2 1 6 10 0 2 0 1 10 13 12 0 0 12 35

農学研究科 3 2 2 8 15 0 1 0 2 5 8 8 0 0 8 31

理学研究科 2 8 1 6 17 0 1 0 0 2 3 10 0 0 10 30

学際融合教育研究推進センター 0 0 0 0 0 1 3 1 8 4 17 13 0 0 13 30

人間・環境学研究科 7 3 1 3 14 0 0 0 0 5 5 2 0 0 2 21

教育学研究科 3 6 0 2 11 0 0 0 0 0 0 10 0 0 10 21

霊長類研究所 0 0 0 4 4 0 0 0 0 1 1 12 0 1 13 18

東南アジア研究所 3 0 0 2 5 0 0 0 0 4 4 6 0 0 6 15

化学研究所 0 1 0 3 4 0 0 0 0 6 6 5 0 0 5 15

法学研究科 4 5 1 5 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15

地球環境学堂 0 3 0 3 6 0 1 0 0 1 2 6 0 0 6 14

産官学連携本部 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5 7 7 0 0 7 14

生命科学研究科 1 0 0 3 4 0 0 0 1 1 2 7 0 0 7 13

文学研究科 9 2 0 0 11 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 12

人文科学研究所 1 2 0 6 9 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 12

ウイルス研究所 1 0 0 4 5 0 0 0 1 0 1 6 0 0 6 12

生存圏研究所 0 0 0 2 2 0 0 0 0 3 3 6 0 0 6 11

薬学研究科 0 3 1 1 5 0 1 0 1 1 3 3 0 0 3 11

白眉センター 0 0 0 0 0 0 2 0 9 0 11 0 0 0 0 11

再生医科学研究所 1 2 0 1 4 0 0 0 0 4 4 2 0 0 2 10

こころの未来研究センター 1 0 0 0 1 0 1 0 3 1 5 2 0 0 2 8

アジア・アフリカ地域研究研究科 0 2 0 1 3 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 8

野生動物研究センター 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 3 0 1 4 7

経営管理研究部 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 4 1 0 2 3 7

原子炉実験所 1 2 0 4 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

防災研究所 0 1 0 1 2 0 0 0 1 3 4 1 0 0 1 7

国際交流推進機構 2 3 0 0 5 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 6

国際高等教育院 2 1 0 0 3 0 1 2 0 0 3 0 0 0 0 6

福井謙一記念研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 0 0 0 0 6

地域研究統合情報センター 1 2 0 0 3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 5

エネルギー理工学研究所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 3 0 0 3 5

経済学研究科 1 1 3 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

フィールド科学教育研究センター 1 0 0 3 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 5

生態学研究センター 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4 5

アフリカ地域研究資料センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4 0 0 4 5

情報学研究科 0 2 0 1 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 4

放射線生物研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 3

経済研究所 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

総合博物館 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

高等教育研究開発推進センター 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

情報環境機構 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

基礎物理学研究所 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 2

エネルギー科学研究科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 2

総合生存学館 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 2

カウンセリングセンター 0 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

環境安全保健機構 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

数理解析研究所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

微生物科学寄附研究部門 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1

附属図書館 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

女性研究者支援センター 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

学術情報メディアセンター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

合計 60 66 21 108 255 3 29 7 68 148 255 221 59 4 284 794

常勤 非常勤
部局 総合計

定員

− 100 − − 101 −



4�女子学生の�� 
（分析データ：京都大学概要 2013） 

 2013 年 5 月 1 日現在の京都大学の学部生数、大学院生数、女性比率を表 4 と表 5 に示す。1946 年からの女子学生数とその

比率は図 5 にある。 

 学部学生の女性比率は全体で 22.5％と、教員と比較するとかなり高い。医学部（4 年制）では、72.9％、薬学部（6 年制）では

54.5％、文学部、教育学部は、約 40%が女子学生である。工学部は教員と同じく低く、女性比率 8.3％である。大学院では、修士課

程から博士課程に進むに従って、女性比率が、22.7%から 29.3％へと高くなる。しかし、図 6 に示したように教員への道は狭いパイ

プになっている。 

表4　学部学生数と女性比率
学部生数計 女性％

総合人間学部 603 30.0
文学部 1,086 43.0
教育学部 305 42.3
法学部 1,570 25.7
経済学部 1,202 18.1
理学部 1,397 10.1
医学部（6年制） 681 17.2
医学部（4年制） 632 72.9
薬学部（6年制） 187 54.5
薬学部（4年制） 218 23.4
工学部 4,350 8.3
農学部 1,354 31.0

13,585 22.5
（187）

注）（　）内は、外国人留学生数（留学ビザ留学生）で内数

計
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表5　大学院生数と女性比率
　 修士課程 女性％ 博士課程 女性％
文学研究科　 253 37.2 220 35.0
教育学研究科 89 52.8 98 49.0
法学研究科 31 29.0 68 41.2
経済学研究科 127 33.1 127 23.6
理学研究科 656 14.0 512 17.2

666 24.8
182 53.8 141 56.0

18 22.2
126 27.0 77 23.4

工学研究科 1,488 10.9 567 16.0
農学研究科 628 35.0 274 32.8
人間・環境学研究科 310 44.2 320 46.3
エネルギー科学研究科 275 6.2 90 14.4
アジア・アフリカ地域研究研究科 156 52.6
情報学研究科 433 9.0 154 18.8
生命科学研究科 160 44.4 117 41.0
総合生存学館 10 30.0
地球環境学舎 88 45.5 67 53.7

4,846 22.7 3,682 29.3
(423) (706)

(注1)医学研究科博士（後期）課程の上段は博士課程（4年制）

(注2)アジア・アフリカ地域研究研究科、総合生存学館は一貫制博士課程

(注3)（　）内は、外国人留学生数（留学ビザ留学生）で内数

計

薬学研究科

医学研究科

図 5 1946 年からの女子学生数とその比率
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※ 2.「女性研究者の雇用形態」（表 2、図 4）、3. 「女性教員の部局別・職階別分布」（表 3）は、総務部（2013 年 5 月 1 日現在）よ

り作成。その他は、京都大学概要 2013（2013 年 5 月 1 日現在）より作成。 総務部データと京都大学概要では、集計上の事

情によって女性研究者総数で数名の違いがある。また、作図にあたり四捨五入している。 
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